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じ
め
に

　

仏
教
思
想
史
に
お
け
る
要
目
の
一
つ
に
仏
身
に
対
す
る
論
理
的
考
察

が
あ
る
。
仏
身
の
原
意
は
「
仏
の
肉
体
」「
仏
の
身
体
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
種
々
に
論
じ
ら
れ
、
仏
身
論
と
し
て
体
系
立
て
ら
れ
た
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
の
論
義
は
、
主
に
釈
尊
滅
後
に
行
わ
れ
、
特
に
大
乗
仏
教
の
多
仏

思
想
等
と
密
接
に
結
び
付
き
な
が
ら
諸
種
に
展
開
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
釈
尊
と
仏
弟
子
の
史
的
な
関
係
性
が
根
ざ
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
即
ち
、
釈
尊
在
世
当
時
の
仏
弟
子
は
、
実
際
に
生
き
る
生

身
の
釈
尊
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
仏
に
対
す

る
認
識
は
聖
な
る
一
人
格
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
滅
後
間

も
な
い
頃
に
お
い
て
も
、
―
釈
尊
の
存
在
が
追
想
さ
れ
な
が
ら
も
―
未

だ
そ
の
記
憶
は
確
固
と
し
て
残
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
頃
も

先
と
ほ
ぼ
同
様
の
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
殊
に
聖
な
る
も
の
に
対
し
て
は
、
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て

追
懐
の
念
が
深
ま
り
、
次
第
に
そ
の
聖
性
が
象
徴
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
は
、
広
く
他
の
宗
教
に
目
を
向
け
て
み
て
も
普
遍
的
な
人
間

心
理
と
言
え
よ
う
。
釈
尊
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、

そ
の
神
聖
性
・
神
秘
性
が
更
に
強
調
さ
れ
、
理
想
化
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
る
。
三
十
二
相
や
十
八
不
共
法
、
乃
至
は
常
住
・
不
滅

等
の
諸
様
相
を
具
え
る
仏
陀
像
が
そ
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。
言
わ
ば
、
残

さ
れ
た
仏
弟
子
に
よ
っ
て
、
人
に
し
て
人
に
非
ざ
る
人
間
以
上
の
存
在

と
し
て
の
超
人
格
的
な
仏
陀
が
構
築
さ
れ
た
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
か
に
そ
う
し
た
仏
陀
像
を
創
造
し
た
と
し
て
も
、
史
上

に
人
格
的
釈
尊
が
存
在
し
、
四
十
余
年
の
教
化
を
行
っ
た
こ
と
は
動
か

し
難
い
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
後
世
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
超
人
的
仏

陀
像
は
、
教
理
上
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
仏
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
史
上
の
釈
尊
も
仏
陀
で
あ
る
以
上
、
そ
の
よ
う
に
打

ち
立
て
ら
れ
た
仏
陀
像
と
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
超
人
格
的
仏
陀
と
史
上
の
釈
尊
、
各
々
の
実
身
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二
六
六

や
性
質
、
及
び
関
係
等
を
教
理
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
体
系
化
さ
れ
た
論
理
が
、
い
わ
ゆ
る
仏
身
論
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

仏
身
論
に
は
一
身
・
二
身
・
三
身
等
、
種
々
の
説
が
存
在
す
る
が
、

何
れ
の
説
も
基
本
的
に
は
仏
に
対
す
る
理
・
智
・
用
の
配
当
に
よ
っ
て

成
立
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。
こ
の
三
種
に
つ
い
て
、
仏
身
論
で
は
特

に
智
・
用
を
動
的
に
理
解
す
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
各
説
を
見

る
と
、
一
身
説
は
理
智
用
を
全
て
具
え
た
一
実
証
仏
の
み
を
立
て
る
。

二
身
説
は
、
仏
を
理
智
（
或
い
は
理
）
の
化
身
（
法
身
）
と
用
（
或
い
は

智
用
）
の
生
身
に
分
け
て
考
え
、
前
者
を
超
人
格
的
な
仏
、
後
者
を
人

格
的
な
仏
と
見
て
、
用
（
智
用
）
を
理
智
（
理
）
の
派
生
と
す
る
。
仏

身
論
に
お
い
て
最
も
一
般
的
な
の
は
、
理
・
智
・
用
を
法
身
・
報
身
・

応
身
（
或
い
は
法
身
・
応
身
・
化
身
等
）
に
充
て
る
三
身
説
で
あ
ろ
う
。

こ
の
説
で
は
、
基
本
的
に
理
を
法
身
、
智
を
報
身
（
応
身
）、
用
を
応

身
（
化
身
）
と
定
め
、
理
・
智
を
超
人
格
的
な
仏
、
用
を
人
格
的
な
仏

と
見
て
、
智
を
理
、
用
を
智
の
派
生
と
す
る
。
更
に
、
理
を
本
来
仏
、

智
・
用
を
修
因
証
果
を
具
え
る
仏
と
見
る
の
で
あ
る
。

　

主
要
な
説
は
上
記
の
三
種
で
あ
る
が
、
他
に
も
四
身
・
五
身
等
の
説

が
あ
る
。
四
身
説
は
三
身
説
に
お
け
る
智
を
自
受
用
と
他
受
用
に
分
け
、

五
身
説
は
四
身
説
の
用
を
応
身
と
化
身
に
分
け
る
。
ま
た
、
五
身
説
に

生
身
を
加
え
る
六
身
説
や
、『
華
厳
経
』
の
十
身
説
な
ど
も
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
う
し
た
諸
説
も
先
の
三
身
説
を
基
本
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

そ
の
主
軸
は
三
身
説
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
仏
身
論
は
、
仏
の
身
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
そ

の
性
格
・
性
質
ま
で
を
も
射
程
に
入
れ
て
体
系
付
け
ら
れ
た
論
理
と
考

え
得
る
が
、
こ
れ
に
関
わ
る
概
念
の
一
つ
に
如
来
全
身
が
あ
る
。
そ
の

原
意
は
「
如
来
の
全
身
」「
仏
の
全
身
」
で
あ
り
、
広
く
諸
経
論
に
散

見
さ
れ
る
が
、
特
に
『
法
華
経
』
の
「
法
師
品
」
と
「
見
宝
塔
品
」
で

象
徴
的
に
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
言
葉
が
多
く
『
法
華
経
』
の

注
釈
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
概
念
の
主
軸
は
『
法
華

経
』
に
求
め
得
る
と
言
え
よ
う
。

　

如
来
全
身
は
、
字
義
の
面
か
ら
す
れ
ば
仏
身
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
本
義
ま
で
も
が
同
一
か
と
言
え
ば
、
そ
う
断
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
先
の
仏
身
論
は
、
仏
の
み
を
主
体
と
し
て
そ
の
身
体

や
性
質
等
の
規
定
を
目
的
と
し
た
論
理
と
言
え
る
。
言
わ
ば
、
仏
の
実

態
を
定
義
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
如
来

全
身
は
、
殆
ど
の
場
合
が
舎
利
や
経
巻
、
或
い
は
仏
塔
等
と
重
な
っ
て

仏
の
身
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
仏
を
見
出
す
こ
と
を
主
題
と
し

て
い
る
。
こ
こ
が
最
た
る
特
徴
で
あ
り
、
仏
身
論
と
大
き
く
異
な
る
点

で
あ
る
。
即
ち
、
如
来
全
身
は
、
仏
以
外
の
も
の
を
通
し
た
仏
の
感
得

を
中
心
課
題
と
し
た
教
理
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
、
以
下
道
元
）
の
『
正
法
眼
蔵
』

（
以
下
『
眼
蔵
』
と
略
称
し
、
底
本
は
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
』〈
以
下
『
全

集
』〉
を
使
用
）
に
は
「
如
来
全
身
」
巻
が
あ
る
。
そ
の
説
示
が
経
巻
・
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二
六
七

舎
利
・
塔
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
巻
は
伝

統
的
な
如
来
全
身
の
概
念
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
内
容
を
精
察
す
る
と
、
実
相
の
概
念
を
以
て
全
体
を
結
び
、

更
に
そ
れ
ら
全
て
を
行
に
重
ね
て
い
る
点
が
特
徴
的
と
言
え
る
。
古
来

よ
り
如
来
全
身
が
専
ら
経
巻
等
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
仏
を
見
出

し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
如
来
全
身
に
対
す
る
道
元
の
独

創
的
見
解
と
言
い
得
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
巻
に
は
三
種
の
引
用
文
が
見

ら
れ
る
が
、
そ
の
全
て
が
『
法
華
経
』
の
経
文
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、
道
元
に
お
け

る
如
来
全
身
観
の
礎
は
『
法
華
経
』
と
言
い
得
る
の
で
あ
り
、
説
示
で

示
さ
れ
る
経
巻
等
の
事
項
は
、
全
て
同
経
の
内
容
を
原
拠
と
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
同
巻
に
は
「
或
従
経
巻
」
の
語
句
も

見
ら
れ
る
。
こ
の
言
葉
の
典
拠
が
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
、

以
下
智
顗
）
の
『
摩
訶
止
観
』（
以
下
『
止
観
』）
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
、
引
用
文
に
対
す
る
説
示
の
中
に
『
法
華
文
句
』

（
以
下
『
文
句
』）
の
受
用
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
如
来
全
身

に
対
す
る
道
元
の
解
釈
、
並
び
に
『
法
華
経
』
の
受
用
に
は
智
顗
の
法

華
学
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
課
題
は
、
中
国
天
台
学
を
踏
ま
え
な
が
ら
『
法
華
経
』
と

「
如
来
全
身
」
巻
の
関
連
性
を
通
し
て
、
如
来
全
身
に
対
す
る
道
元
の

見
解
を
教
理
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
引
用
文
の
状
況
か
ら
も
理

解
し
得
る
よ
う
に
、
巻
の
内
容
が
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
動
い
て
お
り
、

そ
こ
に
智
顗
の
『
法
華
経
』
解
釈
が
関
わ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
先
ず

は
『
法
華
経
』
自
体
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
、（
一
）

『
法
華
経
』
の
仏
身
思
想
を
探
り
、（
二
）
塔
・
経
巻
・
法
師
を
中
心
に

『
法
華
経
』
に
お
け
る
如
来
全
身
の
概
念
を
考
察
し
、（
三
）
道
元
の
仏

身
観
に
つ
い
て
述
べ
、（
四
）「
如
来
全
身
」
巻
の
内
容
を
精
査
し
て
、

（
五
）
道
元
の
如
来
全
身
に
対
す
る
理
解
を
論
じ
た
い
。

　

従
来
の
研
究
に
目
を
向
け
る
と
、
管
見
の
限
り
、
当
巻
を
主
体
と
し

た
研
究
は
、
僅
か
に
西
尾
勝
彦
氏
の
論
攷
が
二
本
見
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
（
（
（

。
勿
論
、
先
行
研
究
の
多
少
の
み
を
以
て
巻
の
重
要
性
を
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
数
の
上
か
ら
す
れ
ば
、「
如
来
全

身
」
巻
は
今
ま
で
殆
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
巻
と
言
え
る
。
し

か
し
、
引
用
文
の
状
況
や
説
示
の
内
容
を
見
る
と
、
同
巻
は
道
元
の

『
法
華
経
』
理
解
や
仏
に
対
す
る
視
座
を
解
明
す
る
上
で
非
常
に
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
の
仏
身
思
想

　
『
法
華
経
』
に
様
々
な
仏
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
こ
こ
で
各
々
の
様
相
を
詳
述
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
全
体
を
俯

瞰
的
に
見
る
だ
け
で
も
、「
序
品
」
日
月
灯
明
仏
、「
方
便
品
」
爾
前
・

而
今
の
釈
迦
仏
、「
化
城
喩
品
」
大
通
智
勝
仏
、「
見
宝
塔
品
」
多
宝
仏
、

「
常
不
軽
菩
薩
品
」
威
音
王
仏
・
日
月
灯
明
仏
・
雲
自
在
菩
薩
、「
薬
王
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二
六
八

菩
薩
本
事
品
」
日
月
浄
明
徳
仏
、「
妙
音
菩
薩
品
」
浄
華
宿
王
智
如

来
・
雲
雷
音
王
仏
、「
妙
荘
厳
王
本
事
品
」
雲
雷
音
宿
王
化
智
仏
、「
普

賢
菩
薩
勧
発
品
」
宝
威
徳
上
王
仏
等
の
仏
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
仏
は
、
基
本
的
に
各
品
の
中
心
と
な
る
仏
弟
子
と
の
関

係
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
法
華
経
』
が
現
行
の
形
に
整
え
ら

れ
る
ま
で
に
幾
度
か
の
編
纂
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
先
の
諸

仏
も
各
品
の
成
立
に
伴
っ
て
構
想
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
『
法
華
経
』
の
成
立
史
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が（（
（

、
少
な

く
と
も
原
始
八
品
と
称
さ
れ
る
「
方
便
品
」
か
ら
「
授
学
無
学
人
記

品
」
を
第
一
類
と
す
る
定
説
に
従
え
ば
、
こ
の
部
分
で
描
か
れ
て
い
る

仏
が
『
法
華
経
』
の
原
初
的
仏
身
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
始
八
品
の
主
題
は
授
記
に
よ
っ
て
一
切
声
聞

の
成
仏
を
確
約
す
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
三
周
説
法
の
法
譬
因

各
々
に
授
記
が
説
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
主
体
と
な
る
仏
は

釈
迦
一
仏
で
あ
る
。「
方
便
品
」
に
お
い
て
、
開
示
悟
入
の
四
仏
知
見

が
仏
出
世
の
本
懐
で
あ
る
一
大
事
因
縁
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
開
三
顕
一
は
明
ら
か
に
衆
生
の
得
道
に
焦
点
を
据
え
た
仏

の
根
本
的
使
命
の
表
詮
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
承
け
て
展
開
す

る
五
仏
章
は
三
世
十
方
に
渡
る
そ
の
真
実
性
の
強
調
と
言
い
得
る
。
五

仏
章
は
、
諸
仏
・
過
去
仏
・
未
来
仏
・
現
在
仏
・
釈
迦
牟
尼
仏
の
五
章

で
構
成
さ
れ
、
三
世
の
諸
仏
、
並
び
に
そ
の
教
法
の
一
致
を
説
く
一
段

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
釈
迦
仏
以
外
の
仏
に
具
体
性
は
な
い
。
そ
こ
に
、

三
世
諸
仏
を
釈
迦
仏
と
定
め
る
こ
と
よ
る
一
乗
法
の
現
実
的
な
働
き
、

及
び
そ
の
普
遍
性
・
無
窮
性
の
主
張
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
「
化
城
喩
品
」
に
な
る
と
、
過
去
仏
が
大
通
智
勝
仏
と
い
う
具
体

的
な
仏
と
し
て
示
さ
れ
、『
法
華
経
』
が
久
遠
の
過
去
か
ら
不
断
に
開

演
し
て
い
る
真
実
の
教
説
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
釈
迦
仏
を
始
め
と
す

る
諸
仏
は
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
成
仏
し
た
仏
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
大
通
智
勝
仏
も
釈
迦
仏
が
語
る
過
去
世
の
因
縁
話

に
登
場
す
る（（
（

仏
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
化
城
喩
品
」
の
主
体
も

釈
迦
仏
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
原
始
八
品
の
仏
は
、
授
記
に
よ
っ
て
衆

生
の
得
道
を
予
告
す
る
釈
迦
一
仏
で
一
貫
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
が
「
法
師
品
」
や
「
見
宝
塔
品
」
等
の
、
い
わ
ゆ
る
第
二
類
に

な
る
と
、
釈
迦
仏
の
み
な
ら
ず
種
々
の
仏
が
現
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
衆

生
得
道
の
根
拠
と
な
る
因
縁
仏
や
成
道
後
の
具
体
的
な
仏
等
、
様
々
な

諸
仏
が
描
か
れ
る
が
、『
法
華
経
』
の
仏
身
を
考
察
す
る
上
で
最
も
重

要
な
の
は
、「
見
宝
塔
品
」
の
多
宝
仏
と
「
如
来
寿
量
品
」
で
開
示
さ

れ
る
本
仏
の
概
念
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、
法
華
一
乗
法
と
釈
迦
仏
の
真

実
性
を
証
明
す
る
具
体
的
な
仏
で
あ
る
。
経
文
で
は
、
そ
れ
が
二
仏
並

坐
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
一
方
後
者
は
、
釈
迦
仏
の
実
際
は
常
住
不
滅

で
あ
る
久
遠
実
成
の
仏
で
あ
り
、
全
て
の
諸
仏
も
皆
こ
の
本
仏
の
変
現

と
す
る
仏
陀
観
の
開
顕
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
、
本
仏
に
よ
る
諸
仏

統
一
思
想
と
言
い
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
釈
迦
仏
と
三
世
諸
仏
の
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一
致
が
立
言
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
原
始
八
品
の
釈
迦
一
仏
を
主
体
す
る
仏
陀
観
は
、

各
品
の
進
展
に
伴
っ
て
拡
大
的
に
発
展
し
、「
如
来
寿
量
品
」
に
お
け

る
本
仏
の
概
念
を
以
て
包
括
的
に
結
ば
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

問
題
と
な
る
の
は
、
釈
迦
仏
と
本
仏
の
仏
身
論
的
理
解
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
、
科
段
を
用
い
た
『
法
華
経
』
解
釈
が
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。

　

科
段
に
よ
る
経
典
解
釈
は
釈
道
安
（
三
一
二
～
三
八
五
）
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
竺
道
生
（
三
五
五
～
四
三
四
、
以
下
道
生
）
の

『
法
華
経
疏
』
が
最
古
の
部
類
で
あ
る
と
言
う（
（
（

。

　
『
法
華
経
』
に
対
す
る
分
科
に
は
、
道
生
の
三
段
（
因
・
果
・
人
）（（
（

や

光
宅
寺
法
雲
（
四
六
七
～
五
二
九
）
の
二
門
（
因
・
果
）、
嘉
祥
大
師
吉

蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
、
以
下
吉
蔵
）
の
三
段
（
序
・
正
宗
・
流
通
）
等
が

あ
る
が
、
法
華
学
に
お
い
て
特
に
影
響
が
大
き
い
の
は
智
顗
に
よ
る
二

門
六
段
（
迹
門
の
序
・
正
宗
・
流
通
、
本
門
の
序
・
正
宗
・
流
通
）
の
科
文

理
解
と
言
え
る
。

　

智
顗
は
「
方
便
品
」
と
「
如
来
寿
量
品
」
を
迹
門
・
本
門
の
枢
要
と

見
な
し
、「
方
便
品
」
で
説
か
れ
る
今
日
及
び
中
間
所
成
の
仏
を
迹
仏
、

「
如
来
寿
量
品
」
で
説
か
れ
る
久
遠
実
成
の
仏
を
本
仏
と
定
め
、
迹
門

の
教
理
を
「
権
教
を
開
い
て
実
教
を
顕
す
開
三
顕
一
」、
本
門
の
教
理

を
「
近
を
開
い
て
遠
を
顕
す
開
近
顕
遠
」
と
解
釈
し
た
。
智
顗
の
見
解

に
従
え
ば
、
前
者
は
教
法
論
、
後
者
は
仏
身
論
と
言
い
得
る
。
こ
の
本

迹
二
門
を
基
礎
と
す
る
思
想
の
一
つ
に
本
迹
思
想
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
法
華
玄
義
』（
以
下
『
玄
義
』）
に
「
本
迹
約
レ
身
約
レ
位
。
権
実
約
レ
智

約
レ
教
」（
大
正
三
三
、
七
七
〇
頁
中
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏

身
論
に
力
点
を
置
い
た
教
理
体
系
と
言
え
る
。

　

智
顗
の
仏
身
思
想
は
三
大
部
等
に
散
見
さ
れ
る
が
、
特
に
『
文
句
』

の
「
釈
寿
量
品
」
に
詳
し
い
。
要
点
を
述
べ
る
と
、
智
顗
の
仏
身
理
解

は
法
（
理
）・
報
（
智
）・
応
（
用
）
の
三
身
説
を
基
準
と
し
て
お
り
、

法
身
（
理
）
を
毘
盧
遮
那
仏
・
報
身
（
智
）
を
盧
舎
那
仏
・
応
身
（
用
）

を
釈
迦
仏
と
規
定（（
（

し
た
上
で
、
三
身
を
相
対
的
な
仏
と
せ
ず
、
相
即
の

仏
と
す
る（
（
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
を
本
迹
に
重
ね
、
本
地
久
成
の
三
身
を

「
本
」、
寂
場
及
び
中
間
所
成
の
三
身
を
「
迹
」
と
定
め
る（（
（

の
で
あ
る
。

智
顗
は
、「
寂
静
」
等
の
六
義
を
立
て
て
本
迹
の
内
容
を
論
じ
て
い
る

が
、
最
終
的
に
は
こ
れ
を
相
即
的
且
つ
一
義
的
な
不
可
思
議
の
関
係
に

捉
え
る（
（
（

。
即
ち
、「
本
迹
不
思
議
一
」
の
道
理
を
根
拠
と
し
て
、
今
日

寂
場
の
釈
迦
仏
と
久
遠
実
成
の
本
仏
を
根
源
的
に
同
一
の
仏
と
見
な
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
身
相
即
の
教
理
を
前
提
と
し
て
、
二
身

説
の
よ
う
に
法
身
と
応
身
を
直
に
結
ん
で
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る（
（（
（

。
こ

こ
に
応
身
を
単
な
る
所
成
の
仏
で
は
な
く
、
法
身
に
証
明
さ
れ
た
能
所

一
体
の
仏
と
見
る
智
顗
の
仏
身
理
解
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
智
顗
の
仏
身
観
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、『
法
華
経
』

の
本
仏
を
実
修
実
証
の
因
果
を
有
す
る
仏
と
解
釈
し
て
、
本
門
久
遠
の

仏
を
報
身
と
見
な
し
、
こ
れ
を
正
意
と
し
て
い
る
点
で
あ
る（（（
（

。

　

実
際
、
経
文
に
「
我
成
仏
已
来
甚
大
久
遠
」（『
大
正
』
九
、
四
二
頁
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七
〇

中
）
等
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
法
華
経
』
の
本
仏
は
修
行
に

よ
っ
て
成
仏
し
た
仏
で
あ
り
、
修
因
証
果
を
具
え
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

加
え
て
、
一
切
衆
生
の
教
化
を
出
世
の
本
懐
と
す
る
釈
迦
仏
は
、
久
遠

仏
よ
り
垂
迹
し
た
応
身
と
見
な
さ
れ
る
。
従
っ
て
、『
法
華
経
』
の
本

仏
は
―
常
住
と
い
う
法
身
的
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
―
そ
も
そ
も
智
の

働
き
や
修
因
証
果
を
具
え
た
報
身
的
性
質
の
仏
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

　

智
顗
は
、
そ
う
し
た
実
修
実
証
に
よ
る
成
仏
を
重
視
し
た
か
ら
こ
そ

報
身
を
法
身
に
冥
じ
な
が
ら
応
身
に
契
う
仏
と
見
て
正
意
に
据
え
た（（（
（

の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
見
解
は
、
六
即
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
行
位
論
・

修
行
論
等
を
体
系
的
に
構
築
し
て
実
際
の
修
行
に
よ
る
証
果
の
獲
得
を

重
視
す
る
姿
勢
に
重
な
る
と
考
え
る
。

　

因
み
に
、
三
論
学
の
大
成
者
で
あ
る
吉
蔵
も
本
迹
論
を
用
い
て
『
法

華
経
』
を
解
釈
し
て
い
る（
（（
（

。『
法
華
玄
論
』『
法
華
義
疏
』『
法
華
遊
意
』

『
法
華
統
略
』
を
見
る
と
、
そ
の
『
法
華
経
』
解
釈
の
特
徴
点
は
、
開

三
顕
一
・
開
近
顕
遠
を
「
法
師
品
」
の
「
開
二
方
便
門
一
示
二
真
実
相
一
」

（
大
正
九
、
三
一
頁
下
）
と
い
う
経
文
に
照
ら
し
て
、
二
種
の
方
便
（
乗

方
便
・
身
方
便
）
と
二
種
の
真
実
（
乗
真
実
・
身
真
実
）
を
論
じ（（（
（

、
方
便

を
無
常
（
乗
方
便
・
身
方
便
）、
真
実
を
常
住
（
乗
真
実
・
身
真
実
）
と
見

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
う
ち
、
特
に
仏
身
論
に
関
わ

る
身
方
便
・
身
真
実
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
一
迹
多
の
立
場
か
ら
応
身

の
仏
身
を
生
滅
・
分
身
・
無
常
と
見
る
一
方
で
、
法
身
の
体
を
無
生

滅
・
唯
一
法
身
・
本
来
是
有
と
解
釈
し
、
迹
門
仏
身
の
無
常
と
本
門
仏

身
の
常
住
を
主
張（（（
（

す
る
。

　

吉
蔵
の
仏
身
観（（（
（

は
基
本
的
に
法
・
報（
応
）・
化
の
三
身
説
と
考
え
ら

れ
る
。
詳
細
は
『
法
華
玄
論
』
や
『
法
華
義
疏
』
で
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
最
た
る
特
徴
は
、
四
身
説
の
よ
う
に
報
身
（
応
身
）
を
真
如

と
相
応
す
る
内
応
身
と
教
化
の
相
を
具
え
る
外
応
身
の
二
種
に
分
別
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
法
身
と
内
応
身
を
真
実
（
実
）、
外
応

身
と
化
身
を
方
便
（
権
）
と
定
め
て
い
る（（（
（

。

　

ま
た
、
著
述
に
は
本
迹
開
合
の
四
句
分
別
（
合
本
合
迹
・
開
本
開
迹
・

開
本
合
迹
・
開
迹
合
本
）
を
用
い
て
、『
金
光
明
経
』『
五
凡
夫
論
』『
十

地
経
論
』『
法
華
論
』『
摂
大
乗
論
』
の
仏
身
を
二
・
四
・
三
身
に
分

別
・
整
理
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
諸
氏
の
論
攷（（（
（

に
委
ね

る
が
、
簡
潔
に
記
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

対
象
経
典

仏
身

本
・
迹

合
本
合
迹
『
金
光
明
経
』
二
身

本
真
法
身

迹
応
物
現
形

開
本
開
迹
『
五
凡
夫
論
』
四
身

本
仏
性
で
あ
る
法
身

修
行
に
よ
る
仏
性
顕
現
の
報
身

迹
菩
薩
を
教
化
す
る
舎
那

二
乗
を
教
化
す
る
釈
迦

開
本
合
迹
『
十
地
経
論
』

『
法  

華  

論
』
三
身

本
仏
性
で
あ
る
法
身

仏
性
顕
現
の
報
身

迹
応
化
仏
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一

開
迹
合
本
『
摂
大
乗
論
』
三
身

本
仏
性
（
仏
性
顕
現
）
の
一
法
身

迹
菩
薩
を
教
化
す
る
舎
那

二
乗
を
教
化
す
る
釈
迦

　

こ
の
よ
う
に
、
吉
蔵
は
各
種
経
論
の
仏
身
に
対
し
て
多
様
な
解
釈
を

施
す
わ
け
で
あ
る
が
、
論
理
が
非
常
に
入
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の

仏
身
論
に
一
貫
し
た
見
解
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
と
も
言
わ

れ
る（
（（
（

。

　
『
法
華
経
』
の
仏
身
は
、
後
世
の
法
華
学
に
お
い
て
本
迹
仏
身
論
と

し
て
体
系
的
に
論
理
立
て
ら
れ
、
種
々
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
こ
で
特

に
問
題
と
な
っ
た
の
は
本
仏
の
真
義
で
あ
ろ
う
。
智
顗
は
こ
れ
を
報
身

と
定
め
た
が
吉
蔵
は
法
身
と
見
て
い
る
。
本
仏
に
対
す
る
こ
う
し
た
見

解
の
相
違
は
、
経
典
に
対
す
る
解
釈
者
の
視
座
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
言

え
よ
う
が
、
如
来
全
身
に
関
し
て
は
、
智
顗
も
吉
蔵
も
こ
れ
を
法
身
と

定
め
て
い
る（
（（
（

。
そ
の
背
景
に
、
弘
経
を
根
本
課
題
と
し
な
が
ら
多
宝
仏

（
宝
塔
）
や
経
巻
等
を
通
し
て
仏
の
感
得
を
説
く
「
法
師
品
」
や
「
見

宝
塔
品
」
等
の
教
説
を
想
定
す
れ
ば
、
両
者
は
仏
身
の
規
定
を
通
し
た

法
身
の
感
得
を
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

仏
塔
・
経
巻
を
通
し
た
仏
の
実
践
的
感
得
と
『
法
華
経
』
の
法
師

　

各
種
仏
典
に
仏
以
外
の
事
象
（
仏
塔
等
）
を
介
し
た
仏
の
感
得
が
説

か
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。『
法
華
経
』
に
つ
い
て
言
え

ば
、
そ
の
主
な
対
象
は
仏
塔
・
経
巻
の
二
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
更
に

同
経
で
は
『
法
華
経
』
の
法
師
を
仏
滅
後
に
お
け
る
仏
の
使
者
と
定
め
、

仏
の
立
場
か
ら
同
経
を
敷
衍
す
る
仏
同
等
の
存
在
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。
従
っ
て
、『
法
華
経
』
で
は
法
師
を
通
し
た
仏
の
感
得
を
も
説

い
て
い
る
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
に
は
仏
塔
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
古
来
よ
り

仏
塔
は
、
仏
塔
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
・
仏
舎
利
塔
）
と
祠
堂
（
チ
ャ
イ
テ
ィ
ヤ
・

無
仏
舎
利
塔
）
の
二
種
に
大
別
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た（（（
（

経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、『
法
華
経
』
で
は
仏
塔
に
対
す
る
舎
利
の
有
無
を
問
題
と
し

な
い
。「
法
師
品
」
の
、

　
　

�

皆
応
下
起
二
七
宝
塔
一
極
令
中
高
広
厳
飾
上。
不
レ
須
三
復
安
二
舎
利
一。
所
以
者

何
。
此
中
已
有
二
如
来
全
身
一。�

「
法
師
品
」（
大
正
九
、
三
一
頁
中
）

と
い
う
経
文
に
従
え
ば
、
同
経
で
は
起
塔
自
体
を
重
視
し
、
塔
そ
の
も

の
を
如
来
の
全
身
と
定
め
て
い
る
。『
法
華
経
』
に
お
け
る
起
塔
重
視

の
姿
勢
は
、
既
に
「
方
便
品
」
で
説
か
れ
て
い
る（
（（
（

が
、
塔
自
体
に
仏
の

全
身
を
見
出
す
と
い
う
主
張
は
「
見
宝
塔
品
」
の
、

　
　

�

爾
時
仏
告
二
大
楽
説
菩
薩
一。
此
宝
塔
中
有
二
如
来
全
身
一。
…
我
滅
度
後
。

欲
レ
供
二
養
我
全
身
一
者
。
応
レ
起
二
一
大
塔
一。
其
仏
以
二
神
通
願
力
一。
十
方

世
界
在
在
処
処
若
有
レ
説
二
法
華
経
一
者
。
彼
之
宝
塔
皆
踊
二
出
其
前
一。
全

身
在
二
於
塔
中
一。
讃
言
二
善
哉
善
哉
一。

�

「
見
宝
塔
品
」（
大
正
九
、
三
二
頁
下
）



『
法
華
経
』
と
「
如
来
全
身
」
巻
（
清
野
）

二
七
二

と
い
う
教
説
に
よ
っ
て
鮮
明
に
な
る
。
言
わ
ば
、
塔
と
如
来
全
身
の
同

義
性
を
立
言
し
、
起
塔
と
い
う
行
為
自
体
を
本
義
と
し
て
そ
れ
を
積
極

的
に
推
し
進
め
、
そ
の
行
為
を
通
し
た
仏
の
感
得
を
第
一
義
と
定
め
る

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
仏
塔
の
位
置
付
け
は
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
一
つ
の
特

徴
と
言
い
得
よ
う
。
こ
の
前
提
に
は
、
阿
含
経
典
や
般
若
経
典
群
等
に

も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
塔
に
対
す
る
礼
拝
供
養
、
い
わ
ゆ
る
の
仏
塔

信
仰
が
根
ざ
し
て
い
る
と
言
え
る（（（
（

。
し
か
し
、「
法
師
品
」
や
「
見
宝

塔
品
」
が
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
起
塔
と
い
う
行
為
に
焦
点
を
絞
っ
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ら
が
仏
塔
崇
拝
よ
り
も
経
典
崇
拝
を
尊
重
し
、『
法
華

経
』
の
受
持
・
読
誦
・
解
説
・
書
写
等
と
い
う
実
践
を
強
く
勧
め
る
第

二
類（
（（
（

に
属
し
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
先

の
よ
う
な
仏
塔
の
説
は
、
伝
統
的
な
仏
塔
概
念
を
踏
ま
え
た
上
に
成
り

立
つ
発
展
的
仏
塔
理
解
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
更
に
は
起
塔
よ
り

も
『
法
華
経
』
の
実
践
に
力
点
を
移
行
し
、
こ
れ
を
主
軸
に
教
説
が
展

開
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
分
別
功
徳
品
」
に
は
、

　
　

�

又
復
如
来
滅
後
若
聞
二
是
経
一。
而
不
二
毀
呰
一
起
二
随
喜
心
一。
当
レ
知
已
為

深
信
解
相
。
何
況
読
二
誦
受
持
一
之
者
。
斯
人
則
為
頂
二
戴
如
来
一。
阿
逸
多
。

是
善
男
子
善
女
人
。
不
レ
須
下
為
レ
我
復
起
二
塔
寺
一
及
作
二
僧
坊
一
以
二
四
事

一
供
中
養
衆
僧
上。
所
以
者
何
。
是
善
男
子
善
女
人
。
受
二
持
読
三
誦
是
経
典
一

者
。
為
已
起
レ
塔
造
二
立
僧
坊
一
供
二
養
衆
僧
一。
則
為
以
二
仏
舎
利
一
起
二
七

宝
塔
一。
高
広
漸
小
至
二
于
梵
天
一。
懸
二
諸
幡
蓋
及
衆
宝
鈴
一。
華
香
瓔
珞
末

香
塗
香
焼
香
。
衆
鼓
伎
楽
簫
笛
箜
篌
種
種
舞
戯
以
二
妙
音
声
一
歌
唄
讃
頌
。

�

「
分
別
功
徳
品
」（
大
正
九
、
四
五
頁
中
―
下
）

と
い
う
経
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
『
法
華
経
』
を
読
誦
・
受
持

す
る
も
の
と
仏
の
相
即
を
説
き
、
更
に
そ
の
行
為
自
体
を
仏
舎
利
塔
の

起
塔
と
し
て
い
る
。
即
ち
、『
法
華
経
』
の
総
合
的
実
践
を
真
の
起
塔

と
定
め
、
実
際
の
起
塔
よ
り
も
同
経
の
受
持
・
読
誦
等
を
重
ん
じ
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
仏
身
の
主
体
を
塔
か
ら
実
践
へ
と
発
展
的
に
移
行

し
て
い
る
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
わ
ば
、
起
塔
と
い
う
如
来

全
身
の
感
得
を
『
法
華
経
』
の
実
修
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
実
践
主
体
の
仏
身
観
は
、
仏
塔
の
み
な
ら
ず
経
巻
を
対
象

と
し
て
も
語
ら
れ
る
。
そ
の
様
子
は
「
見
宝
塔
品
」
に
お
け
る
六
難
九

易
の
後
に
も
見
ら
れ
る（（（
（

の
で
あ
る
が
、
最
も
象
徴
的
な
教
説
は
「
如
来

神
力
品
」
の
、

　
　

�

是
故
汝
等
於
二
如
来
滅
後
一。
応
一
心
受
持
読
誦
解
説
書
写
如
レ
説
修
行
。

所
在
国
土
。
若
有
二
受
持
読
誦
解
説
書
写
如
レ
説
修
行
一。
若
経
巻
所
住
之

処
。
若
於
二
園
中
一。
若
於
二
林
中
一。
若
於
二
樹
下
一。
若
於
二
僧
坊
一。
若
白
衣

舎
。
若
在
二
殿
堂
一。
若
山
谷
曠
野
。
是
中
皆
応
二
起
レ
塔
供
養
一。
所
以
者
何
。

当
レ
知
是
処
即
是
道
場
。
諸
仏
於
レ
此
得
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一。
諸
仏

於
レ
此
転
二
于
法
輪
一。
諸
仏
於
レ
此
而
般
涅
槃
。

�

「
如
来
神
力
品
」（
大
正
九
、
五
二
頁
下
）

と
い
う
一
段
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
滅
後
に
お
け
る
『
法
華
経
』

の
実
践
を
示
し
た
上
で
価
値
の
中
心
を
同
経
自
体
に
寄
せ
、『
法
華



『
法
華
経
』
と
「
如
来
全
身
」
巻
（
清
野
）

二
七
三

経
』
実
践
の
処
を
『
法
華
経
』
の
道
場
（
諸
仏
の
成
道
・
転
法
輪
・
涅
槃

の
住
所
）
と
定
め
て
、
そ
の
実
践
と
起
塔
・
供
養
の
同
格
を
主
張
し
て

い
る
。
言
わ
ば
、『
法
華
経
』
自
体
を
如
来
の
全
身
と
見
て
、
こ
れ
を

通
し
た
仏
の
感
得
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
で
は
仏
塔
・
経
巻
を
如
来
の
全
身
と
定

め
て
実
践
的
な
仏
の
感
得
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
修
の
主
体
で

あ
る
法
師
と
直
接
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
法
華
経
』
の
法
師
に
つ
い
て
は
、
主
に
「
法
師
品
」
で
説
か
れ
る
。

周
知
の
通
り
、
同
経
で
は
こ
の
品
以
降
、
対
告
衆
が
菩
薩
に
切
り
替
わ

る
。
即
ち
、『
法
華
経
』
の
法
師
は
既
に
大
願
を
成
就
し
た
成
仏
し
得

る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
衆
生
を
哀
れ
む
た
め
に
人
間
と
し
て
生
じ
た

菩
薩
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。
そ
の
上
で
、
経
文
は
『
法
華

経
』
の
法
師
を
、

　
　

�

薬
王
当
レ
知
。
是
人
自
捨
二
清
浄
業
報
一。
於
二
我
滅
度
後
一。
愍
二
衆
生
一
故
。

生
二
於
悪
世
一
広
演
二
此
経
一。
若
是
善
男
子
善
女
人
。
我
滅
度
後
。
能
竊
為

二
一
人
一
説
二
法
華
経
乃
至
一
句
一。
当
レ
知
是
人
。
則
如
来
使
。
如
来
所
レ
遣

行
二
如
来
事
一。
何
況
於
二
大
衆
中
一
広
為
レ
人
説
。

�

「
法
師
品
」（
大
正
九
、
三
〇
頁
下
）

と
規
定
す
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
の
た
め
に
敢
え
て
成
仏
を
取
ら
ず
、
仏

の
全
身
で
あ
る
『
法
華
経
』
を
護
持
・
敷
衍
す
る
、
仏
に
使
わ
さ
れ
た

仏
の
使
者
と
し
て
、
仏
滅
後
に
仏
と
同
一
の
仏
行
を
行
う
も
の
と
位
置

付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
説
二
法
華
経
乃
至
一
句
一
」
と
あ

る
よ
う
に
、「
法
師
品
」
で
は
、
そ
の
主
軸
を
『
法
華
経
』
の
広
説
に

定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
に
『
法
華
経
』
弘
通
の
法
師
に
対
す
る
仏

の
加
護
で
あ
る
「
如
来
の
衣
坐
室
」
と
し
て
具
体
的
に
説
か
れ
る
。

　
　

�

薬
王
。
若
有
二
善
男
子
善
女
人
一。
如
来
滅
後
。
欲
下
為
二
四
衆
一
説
中
是
法
華

経
上
者
。
云
何
応
レ
説
。
是
善
男
子
善
女
人
。
入
二
如
来
室
一。
著
二
如
来
衣
一。

坐
二
如
来
座
一。
爾
乃
応
下
為
二
四
衆
一
広
説
中
斯
経
上。
如
来
室
者
。
一
切
衆

生
中
大
慈
悲
心
是
。
如
来
衣
者
。
柔
和
忍
辱
心
是
。
如
来
座
者
。
一
切
法

空
是
。
安
二
住
是
中
一。
然
後
以
下
不
二
懈
怠
一
心
上。
為
二
諸
菩
薩
及
四
衆
一
広

説
二
是
法
華
経
一。�

「
法
師
品
」（『
大
正
』
九
、
三
一
頁
、
下
）

　
『
法
華
経
』
で
は
、
例
え
ば
「
勧
持
品
」
の
中
で
俗
衆
・
道
門
・
僣

聖
と
い
う
三
種
増
上
慢
を
「
法
華
弘
通
の
三
種
の
強
敵
」
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初
よ
り
経
典
の
敷
衍
に
懸
念
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
「
如
来
の
衣
坐
室
」
は
、
そ
う
し
た
深
憂
か
ら
生
ま
れ
た
教
説
と

考
え
得
る
が
、
こ
こ
で
仏
滅
後
に
お
け
る
『
法
華
経
』
弘
通
の
法
師
を

「
一
切
衆
生
の
大
慈
悲
心
た
る
仏
の
室
に
入
る
も
の
」「
柔
和
忍
辱
の
心

た
る
仏
の
衣
を
身
に
纏
う
も
の
」「
一
切
法
の
空
た
る
仏
の
座
に
坐
し
、

こ
の
中
に
安
住
し
て
、
常
に
精
進
す
る
も
の
」
と
説
い
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
仏
の
境
涯
か
ら
『
法
華
経
』
を
広
説
す
る
、
言
わ
ば
仏
と
同
等
の

存
在
と
さ
れ
る
法
師
の
具
体
像
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

同
品
は
、

　
　
若
親
近
法
師　

速
得
菩
薩
道　

随
順
是
師
学　

得
見
恒
沙
仏

�

「
法
師
品
」（
大
正
九
、
三
二
頁
中
）



『
法
華
経
』
と
「
如
来
全
身
」
巻
（
清
野
）

二
七
四

と
い
う
重
頌
で
締
め
括
ら
れ
る
。
即
ち
、『
法
華
経
』
を
弘
通
す
る
法

師
に
近
付
け
ば
菩
薩
道
を
得
る
の
で
あ
り
、
随
い
学
べ
ば
仏
を
見
る
こ

と
に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
教
説
は
、
先
に
挙
げ
た
「
如

来
神
力
品
」
で
『
法
華
経
』
実
践
の
処
を
如
来
全
身
感
得
の
『
法
華

経
』
の
道
場
と
見
る
説
等
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
法

師
を
通
し
た
仏
の
感
得
が
明
言
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
で
は
仏
塔
・
経
巻
、
並
び
に
法
師
を

対
象
と
し
た
実
践
的
な
仏
身
の
感
得
を
説
い
て
い
る
。
言
わ
ば
、
こ
れ

ら
の
事
象
は
、
行
を
通
し
て
初
め
て
仏
身
と
し
て
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
存
在
自
体
が
そ
の
ま
ま
仏
身
と
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
を
弁
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
元
の
仏
身
観

　

従
来
よ
り
、
道
元
の
仏
身
観
は
曹
洞
宗
の
本
尊
論
等
と
関
わ
り
な
が

ら
様
々
に
考
察
さ
れ
て
き
た（（（
（

。『
眼
蔵
』
等
の
記
述
に
法
身
・
報
身
・

応
身
の
語
句
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
元
に
お
け
る
仏
身
理
解
の

基
準
は
法
報
応
の
三
身
説
と
言
え
よ
う
。
そ
の
仏
陀
観
は
釈
迦
仏
正
意

と
言
い
得
る（（（
（

が
、
先
行
研
究
で
は
こ
れ
を
「
教
学
的
解
釈
を
用
い
な
い

三
身
未
分
の
史
上
の
釈
尊
」
で
あ
る
と
か
、「
法
身
を
開
い
た
三
身
即

一
の
史
上
の
釈
尊
」
と
解
釈
し
て
い
る（（（
（

。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

未
だ
道
元
の
仏
身
観
に
対
す
る
定
説
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で

筆
者
は
、
以
前
、
こ
れ
を
修
証
論
に
重
ね
て
、
教
理
学
的
観
点
か
ら
解

明
し
よ
う
と
試
み
た（（（
（

。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
論
考
を
土
台
と
し
て

道
元
の
仏
身
観
を
簡
潔
に
論
じ
た
い
。

　

道
元
に
お
け
る
仏
身
観
を
論
じ
る
上
で
第
一
の
要
点
と
な
る
の
は
、

仏
と
法
に
対
す
る
見
解
で
あ
ろ
う
。『
辦
道
話
』
冒
頭
の
「
こ
の
法
は

人
人
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
は
れ
り
と
い
へ
ど
も
」（『
全
集
』
二
、

四
六
〇
頁
）
と
い
う
記
述
等
を
見
る
と
、
道
元
は
諸
事
象
に
対
し
て
法

を
先
行
的
に
認
識
し
て
い
る
と
言
え
る
。
更
に
、
同
書
に
は
、

　
　

�

こ
こ
を
も
て
、
わ
づ
か
に
一
人
一
時
の
坐
禅
な
り
と
い
へ
ど
も
、
諸
法
と

あ
ひ
冥
し
、
諸
時
と
ま
ど
か
に
通
ず
る
が
ゆ
え
に
、
無
尽
法
界
の
な
か
に
、

去
・
来
・
現
に
、
常
恒
の
仏
化
道
事
を
な
す
な
り
。
彼
彼
と
も
に
一
等
の

同
修
な
り
、
同
証
な
り
。�

『
全
集
』
二
（
四
六
四
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
「
一
人
一
時
の
坐
禅
が
諸
法
・
諸
時
と

円
通
す
る
」
と
説
い
て
い
る
点
は
修
証
論
に
関
係
し
よ
う
が
、
そ
の
後

の
「
常
恒
の
仏
化
道
事
を
な
す
な
り
。
彼
彼
と
も
に
一
等
の
同
修
な
り
、

同
証
な
り
」
と
い
う
説
示
に
焦
点
を
定
め
る
と
、
法
・
仏
が
三
世
に
通

じ
て
常
住
で
あ
る
と
共
に
動
的
で
あ
り
、
且
つ
相
互
に
作
用
し
合
う
関

係
に
あ
る
こ
と
が
解
る
。
法
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
「
一

等
の
同
修
な
り
、
同
証
な
り
」
と
示
し
て
い
る
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

「
修
証
一
等
」
等
と
言
わ
れ
る
修
証
論
の
構
造
は
、
こ
の
理
解
を
根
拠

に
据
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
本
義
は
、

而
今
の
自
己
が
三
世
常
住
の
活
動
的
な
法
・
仏
に
同
ず
る
こ
と
で
あ
る



『
法
華
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二
七
五

と
考
え
る
。
こ
れ
と
重
な
る
記
述
は
「
生
死
」
巻
に
も
あ
る
。

　
　

�
た
だ
、
わ
が
身
を
も
心
を
も
は
な
ち
わ
す
れ
て
、
仏
の
い
へ
に
な
げ
い
れ

て
、
仏
の
か
た
よ
り
お
こ
な
は
れ
て
、
こ
れ
に
し
た
が
ひ
も
て
ゆ
く
と
き
、

ち
か
ら
を
も
い
れ
ず
、
こ
こ
ろ
を
も
つ
ひ
や
さ
ず
し
て
、
生
死
を
は
な
れ
、

仏
と
な
る
。�

『
全
集
』
二
（
五
二
九
頁
）

　

同
巻
は
、
道
元
晩
年
の
撰
述
と
さ
れ
る
一
巻
で
あ
り
、
実
相
的
視
点

か
ら
而
今
の
生
死
と
仏
命
を
同
格
に
捉
え
、
仏
の
命
を
行
ず
る
自
己
の

作
仏
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
「
仏
の
か
た
よ
り
お
こ
な

は
れ
て
、
こ
れ
に
し
た
が
ひ
も
て
ゆ
く
と
き
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

即
ち
、
仏
の
説
く
法
、
仏
の
行
に
随
順
し
、
こ
れ
を
実
証
す
べ
き
で
あ

る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
説
示
に
法
を
先
行
的
に
認
め
る
道
元
の
見
解
が
表
れ
て
い

る
と
考
え
る
が
、
法
と
仏
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
行
仏
威
儀
」
巻
に
明

快
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

い
は
ゆ
る
、
ほ
と
け
、
法
を
と
く
こ
と
は
、
き
く
と
こ
ろ
な
り
と
い
へ
ど
も
、

法
、
ほ
と
け
を
と
く
こ
と
は
、
い
く
か
さ
な
り
の
不
知
を
か
わ
づ
ら
ひ
こ
し
。

　
　

�

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
三
世
の
諸
仏
は
、
三
世
に
法
に
と
か
れ
、
三
世

の
諸
法
は
、
三
世
に
仏
に
と
か
る
る
な
り
。�

『
全
集
』
一
（
七
四
頁
）

　

こ
こ
で
、「
仏
は
法
を
説
く
ば
か
り
で
な
く
、
法
に
説
か
れ
る
も
の

で
あ
り
、
法
は
仏
を
説
く
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
仏
に
説
か
れ
る
も

の
」
と
説
い
て
い
る
。
言
わ
ば
、
仏
と
法
を
能
所
を
絶
し
た
相
即
の
関

係
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
記
述
は
「
仏
教
」
巻
に
も

あ
る
。
同
巻
で
は
『
法
華
経
』
を
種
々
に
引
用
し
な
が
ら
三
乗
・
十
二

分
教
・
九
分
教
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
九
分
教
を
示
す
箇
所
で
「
方

便
品
」
の
「
我
此
九
部
法　

随
順
衆
生
説　

入
大
乗
為
本　

以
故
説
是

経
」（『
大
正
』
九
、
八
頁
、
上
）
と
い
う
重
頌
を
取
り
上
げ
、
こ
の
経
文

の
「
入
大
乗
為
本
」
に
つ
い
て
、

　
　

�

入
は
、
本
な
り
、
本
は
、
頭
正
尾
正
な
り
。
ほ
と
け
、
法
を
と
く
、
法
、

ほ
と
け
を
と
く
。
法
、
ほ
と
け
に
と
か
る
、
ほ
と
け
、
法
に
と
か
る
。

�

『
全
集
』
一
（
三
九
一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
先
と
同
様
の
関
係
で
仏
と
法
を
捉
え
、
両
者
の
相
互

作
用
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
説
示
は
他

に
も
あ
る（（（
（

が
、
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、『
法
華
経
』
を
用
い
て
仏
と
法
の

関
係
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
道
元
の
仏
・
法
理
解
に

潜
む
同
経
の
存
在
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

単
な
る
教
説
の
踏
襲
で
は
な
く
、『
法
華
経
』
を
総
括
的
に
理
解
し
た

上
に
成
り
立
つ
道
元
特
有
の
見
解
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

　

引
用
文
の
「
入
大
乗
為
本
」
は
、
通
例
「
入
二
大
乗
一
為
レ
本
」
と
訓

む
。
つ
ま
り
、「
方
便
品
」
で
は
「
大
乗
に
入
る
本
と
」
と
し
て
九
分

教
を
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
元
は
こ
れ
を
読
み
替
え

「
入
は
、
本
な
り
」
と
解
釈
す
る
。
即
ち
、「
入
」
と
「
本
」
を
同
義
に

捉
え
、
そ
れ
を
前
提
に
「
本
」
を
「
頭
正
尾
正
」
と
定
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
本
」
の
概
念
を
『
法
華
経
』
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
仏
寿
や



『
法
華
経
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清
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二
七
六

法
の
無
窮
性
を
主
軸
に
展
開
す
る
「
如
来
寿
量
品
」、
即
ち
本
門
の
立

場
に
重
な
る
と
言
え
よ
う
。

　

既
述
の
『
辦
道
話
』
や
「
行
仏
威
儀
」
巻
等
の
記
述
か
ら
、
道
元
の

仏
・
法
に
対
す
る
基
本
概
念
は
三
世
常
住
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
更
に
、

両
者
は
働
き
を
有
す
る
動
的
な
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点

を
踏
ま
え
た
上
で
「
仏
教
」
巻
の
説
示
を
見
る
と
、
そ
の
見
解
は
『
法

華
経
』
本
迹
二
門
を
基
準
と
す
る
本
門
的
理
解
に
基
づ
い
て
構
想
さ
れ

て
い
る
と
考
え
得
る
。

　

こ
う
し
た
相
即
の
関
係
に
あ
る
仏
と
法
に
対
し
、
仏
に
焦
点
を
当
て
、

こ
れ
を
教
理
学
的
に
考
察
す
る
と
、
道
元
の
仏
身
観
は
従
来
の
仏
身
論

で
は
確
定
し
切
れ
な
い
特
異
な
理
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
道
元
は
三
身
説
を
基
礎
と
し
て
釈
迦
仏
正
意
の

立
場
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
を
仏
身
論
に
よ
っ
て
理
解
す
れ

ば
、
そ
の
釈
迦
仏
は
応
身
仏
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先

の
説
示
を
通
し
て
見
る
と
、
道
元
が
示
す
仏
は
三
世
常
住
、
且
つ
動
的

で
あ
る
。
こ
れ
を
『
法
華
経
』
本
迹
二
門
に
重
ね
れ
ば
、
本
門
的
な
仏

と
考
え
得
る
。
加
え
て
、
例
え
ば
「
供
養
諸
仏
」
巻
の
、

　
　

�

諸
仏
か
な
ら
ず
諸
法
実
相
を
大
師
と
し
ま
し
ま
す
こ
と
、
あ
き
ら
け
し
。

釈
尊
ま
た
、
諸
仏
の
常
法
を
証
し
ま
し
ま
す
。�『
全
集
』
二
（
二
三
六
頁
）

と
い
う
記
述
を
見
る
と
、
そ
れ
が
修
因
証
果
を
具
え
、
諸
法
実
相
を
実

証
し
て
他
の
諸
仏
の
常
法
を
証
明
し
て
い
る
仏
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

こ
れ
は
先
の
「
行
仏
威
儀
」
巻
や
「
仏
教
」
巻
の
内
容
と
も
重
な
る
説

示
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
を
従
来
の
三
身
説
に
照
ら
し
て
見
る
と
、

そ
れ
は
報
身
的
な
性
質
を
有
す
る
仏
と
言
え
る
。

　

仏
身
論
の
定
説
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
釈
迦
仏
を
報
身
と
定
め
る

こ
と
は
な
い
。
殆
ど
の
場
合
は
、
応
身
か
生
身
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
。
し
か
し
、
先
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
道
元
は
釈
迦
仏
を
報
身
仏

的
に
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
仏
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、

「『
法
華
経
』
本
門
に
お
け
る
報
身
仏
的
な
久
遠
の
釈
迦
仏
」
と
言
い
得

よ
う
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
釈
迦
一
仏
を
立
て
て
三
世
諸
仏
と
そ
の
教

法
の
一
致
を
説
く
「
方
便
品
」
の
五
仏
章
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
迹

門
に
お
け
る
釈
迦
仏
中
心
の
仏
陀
観
を
、
久
遠
実
成
の
本
仏
に
象
徴
さ

れ
る
本
門
の
仏
陀
観
を
以
て
開
い
た
も
の
と
考
え
る
。
教
理
的
背
景
と

し
て
は
智
顗
の
仏
身
観
を
想
定
し
得
る
が
、
道
元
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
『
法
華
経
』
を
基
盤
に
据
え
、
従
来
の
そ
れ
と
は
異
な
る
新
た
な

仏
身
論
を
構
想
立
て
た
と
言
え
は
し
ま
い
か
。

「
如
来
全
身
」
巻
の
実
態

　

本
稿
の
始
め
に
触
れ
た
通
り
、「
如
来
全
身
」
巻
は
三
種
の
『
法
華

経
』
の
経
文
と
道
元
の
説
示
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
引
用
の
典
拠
を

概
述
す
れ
ば
、
第
一
は
「
法
師
品
」、
第
二
は
「
如
来
寿
量
品
」、
第
三

は
「
提
婆
達
多
品
」
で
あ
る
。

　

そ
の
第
一
の
引
用
文
は
「
法
師
品
」
の
、



『
法
華
経
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二
七
七

　
　

�
薬
王
。
在
在
処
処
。
若
説
若
読
若
誦
若
書
。
若
経
巻
所
住
処
。
皆
応
下
起

二
七
宝
塔
一
極
令
中
高
広
厳
飾
上。
不
レ
須
三
復
安
二
舎
利
一。
所
以
者
何
。
此
中

已
有
二
如
来
全
身
一。
此
塔
応
下
以
二
一
切
華
香
瓔
珞
繒
蓋
幢
旛
伎
楽
歌
頌
一。

供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
上。
若
有
レ
人
得
レ
見
二
此
塔
一
礼
拝
供
養
。
当
レ
知
是
等

皆
近
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一。�

「
法
師
品
」（
大
正
九
、
三
一
頁
中
）

と
い
う
経
文
で
あ
る
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
始
め
に
「
爾
時
、
釈
迦

牟
尼
仏
、住
二
王
舎
城
耆
闍
崛
山
一。告
二
薬
王
菩
薩
摩
訶
薩
言
一
」（『
全
集
』

二
、
一
七
三
頁
）
と
い
う
一
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
付
加
は

典
拠
と
な
る
長
行
の
一
段
が
「
爾
時
仏
復
告
二
薬
王
菩
薩
摩
訶
薩
一
」

（
大
正
九
、
三
一
頁
中
）
と
始
ま
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。

　

内
容
を
端
的
に
言
え
ば
、「『
法
華
経
』
実
践
の
処
に
七
宝
塔
を
起
て
、

こ
れ
を
荘
厳
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
塔
中
に
は
已
に
如
来
全
身
が
あ

る
た
め
舎
利
を
安
ず
る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
を
礼
拝
供
養
す
る
も
の
は

皆
等
し
く
証
覚
に
近
づ
く
」
と
な
る
。
こ
の
経
文
に
対
し
、
道
元
は
先

ず
、

　
　

�　
い
は
ゆ
る
経
巻
は
、
若
説
、
こ
れ
な
り
、
若
読
、
こ
れ
な
り
、
若
誦
、

こ
れ
な
り
、
若
書
、
こ
れ
な
り
。
経
巻
は
、
実
相
、
こ
れ
な
り
。
応
起
七

宝
塔
は
、
実
相
を
塔
と
い
ふ
。
極
令
の
高
広
、
そ
の
量
、
か
な
ら
ず
実
相

量
な
り
。
此
中
已
有
如
来
全
身
は
、
経
巻
、
こ
れ
全
身
な
り
。

　
　

�　
し
か
あ
れ
ば
、
若
説
・
若
読
・
若
誦
・
若
書
等
、
こ
れ
如
来
全
身
な
り
。

一
切
の
華
香
・
瓔
珞
・
繒
蓋
・
幢
幡
・
妓
楽
・
歌
頌
を
も
て
、
供
養
、
恭

敬
、
尊
重
、
讃
歎
す
べ
し
。
あ
る
い
は
天
華
・
天
香
・
天
繒
蓋
等
な
り
、

み
な
こ
れ
実
相
な
り
。
あ
る
い
は
人
中
上
華
・
上
香
・
名
衣
・
名
服
な
り
、

こ
れ
ら
み
な
実
相
な
り
。
供
養
・
恭
敬
、
こ
れ
実
相
な
り
。

�

『
全
集
』
二
（
一
七
四
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
経
文
の
説
を
承
け
、
経
巻
の
実
践
を
主
体
と
し
て

説
示
を
立
て
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
特
徴
的
な
の
は
、

経
巻
・
塔
・
如
来
全
身
の
み
な
ら
ず
、
天
華
・
天
香
か
ら
供
養
・
恭
敬

ま
で
を
も
実
相
と
定
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
実
相
に
よ
っ
て

経
巻
・
塔
・
如
来
全
身
等
を
結
び
、
こ
の
立
場
か
ら
各
々
を
開
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
「
諸
法
実
相
」
巻
の
説
示
を
見
る
と
、
道
元
に
お
け
る
実
相
思
想
の

根
拠
は
「
方
便
品
」
と
考
え
得
る（（（
（

が
、
経
文
で
は
実
相
が
直
に
如
来
全

身
と
重
ね
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
言
い
得
る
。

　
『
法
華
経
』
の
諸
法
実
相
が
「
方
便
品
」
に
お
け
る
「
唯
仏
与
レ
仏

乃
能
究
二
尽
諸
法
実
相
一
」（
大
正
九
、
五
頁
下
）
の
十
如
是
に
端
を
発
す

る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
教
説
の
中
核
は
一
乗
法
の
開
示
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、「
方
便
品
」
を
始
め
と
す
る
原
始
八
品
に
お
い
て

本
仏
や
如
来
全
身
の
具
体
像
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
時

点
で
如
来
全
身
を
対
象
と
し
た
実
相
思
想
は
展
開
し
得
な
い
と
考
え
得

る
の
で
あ
る
。「
見
宝
塔
品
」
に
到
る
と
多
宝
仏
が
出
現
し
、
二
仏
並

坐
に
よ
っ
て
古
今
の
仏
・
法
の
一
致
が
説
か
れ
る
。
そ
こ
で
は
如
来
全

身
と
一
乗
法
の
真
実
性
が
密
接
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
少
な
く

と
も
原
始
八
品
に
お
け
る
実
相
は
、
釈
迦
一
仏
が
開
示
す
る
一
乗
法
と
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し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　
『
眼
蔵
』
に
「
唯
仏
与
仏
」
巻
や
「
諸
法
実
相
」
巻
が
あ
る
こ
と
を

考
え
て
も
、
道
元
は
こ
の
点
を
熟
知
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
先
の
説
示
は
『
法
華
経
』
の
全
体
を
把
捉
し
た
上
に
構
想
さ
れ

た
、
仏
身
思
想
の
実
相
論
的
展
開
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
次
は
経
巻
と
舎
利
を
中
心
に
説
示
が
展
開
す

る
。

　
　

�

起
塔
す
べ
し
、
不
須
復
安
舎
利
と
い
ふ
。
し
り
ぬ
、
経
巻
は
こ
れ
如
来
舎

利
な
り
、
如
来
全
身
な
り
、
と
い
ふ
こ
と
を
。
ま
さ
し
く
仏
口
の
金
言
、

こ
れ
を
見
聞
す
る
よ
り
も
す
ぎ
た
る
大
功
徳
あ
る
べ
か
ら
ず
。
い
そ
ぎ
て

功
を
つ
み
、
徳
を
か
さ
ぬ
べ
し
。
も
し
人
あ
り
て
、
こ
の
塔
を
礼
拝
供
養

す
る
は
、
ま
さ
に
し
る
べ
し
、
皆
近
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
な
り
。
こ
の

塔
を
み
ん
と
き
、
こ
の
塔
を
、
誠
心
に
礼
拝
供
養
す
べ
し
。
す
な
は
ち
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
皆
近
な
ら
ん
。
近
は
、
さ
り
て
近
な
る
に
あ
ら
ず
、

き
た
り
て
近
な
る
に
あ
ら
ず
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
、
皆
近
と
い
ふ

な
り
。
而
今
わ
れ
ら
、
受
持
・
読
誦
・
解
説
・
書
写
を
み
る
、
得
見
此
塔

な
り
。
よ
ろ
こ
ふ
べ
し
、
皆
近
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
な
り
。

�

『
全
集
』
二
（
一
七
四
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
舎
利
の
有
無
を
問
題
と
し
な
い
起
塔
を
中
心
と
し
て
、

経
巻
と
舎
利
・
如
来
全
身
を
結
び
、
塔
に
対
す
る
礼
拝
供
養
が
証
覚
へ

の
親
近
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
更
に
経
巻
の
実
践
に
よ
る
見
宝
塔
を
説

い
て
い
る
。
こ
こ
に
、『
法
華
経
』
が
主
張
す
る
如
来
全
身
の
感
得
を

総
合
的
に
受
容
し
な
が
ら
、
先
の
実
相
的
観
点
か
ら
開
か
れ
た
道
元
の

仏
身
感
得
の
見
解
が
窺
え
る
。
た
だ
、
注
目
す
べ
き
は
「
起
塔
す
べ
し
、

不
須
復
安
舎
利
と
い
ふ
。
し
り
ぬ
、
経
巻
は
こ
れ
如
来
舎
利
な
り
、
如

来
全
身
な
り
、
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は

説
示
の
中
心
と
も
言
い
得
る
が
、
こ
れ
は
『
文
句
』
八
上
の
、

　
　

�

不
復
安
舎
利
者
。
釈
論
云
。
砕
骨
是
生
身
舎
利
。
経
巻
是
法
身
舎
利
。
此

経
是
法
身
舎
利
。
不
レ
須
三
更
安
二
生
身
舎
利
一。
生
法
二
身
各
有
二
全
碎
一
皆

可
レ
解
云
云
。�

「
釈
法
師
品
」（
大
正
三
四
、
一
一
〇
頁
下
）

と
い
う
記
述
に
重
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は

「
法
師
品
」
の
「
不
須
復
安
舎
利
」
に
対
す
る
智
顗
の
論
述
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
釈
論
云
」（（（
（

と
し
て
「
砕
骨
は
生
身
の
舎
利
で
あ
り
、
経

巻
は
法
身
の
舎
利
で
あ
る
た
め
、『
法
華
経
』
は
法
身
の
舎
利
で
あ

る
」
と
規
定
し
、「
両
者
は
仏
の
全
身
と
し
て
の
舎
利
で
あ
る
か
ら
、

殊
更
に
生
身
の
舎
利
を
安
置
す
る
必
要
は
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
言

わ
ば
、
仏
骨
の
み
を
舎
利
と
す
る
の
で
は
な
く
、
経
巻
と
舎
利
を
同
格

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
法
華
経
』
の
真
実
性
を
立
言
す
る
と
共
に
、

同
経
を
通
し
た
如
来
全
身
の
感
得
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

記
事
と
「
如
来
全
身
」
巻
の
説
示
が
重
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
道
元
の
如
来
全
身
に
対
す
る
見
解
、
並
び
に
『
法
華
経
』
解

釈
に
お
け
る
智
顗
教
学
の
影
響
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
次
に
は
、
経
巻
を
中
心
と
し
た
説
示
が
見
ら
れ
る
。

　
　

�

し
か
あ
れ
ば
、
経
巻
は
如
来
全
身
な
り
。
経
巻
を
礼
拝
す
る
は
、
如
来
を
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礼
拝
し
た
て
ま
つ
る
な
り
。
経
巻
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
れ
る
は
、
如
来
に
ま

み
え
た
て
ま
つ
る
な
り
、
経
巻
は
、
如
来
舎
利
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
な

る
ゆ
え
に
、
舎
利
は
此
経
な
る
べ
し
。
た
と
ひ
、
経
巻
は
こ
れ
舎
利
な
り
、

と
し
る
と
い
ふ
と
も
、
舎
利
は
こ
れ
経
巻
な
り
、
と
し
ら
ず
ば
、
い
ま
だ

仏
道
に
あ
ら
ず
。
而
今
の
諸
法
実
相
は
、
経
巻
な
り
。
人
間
・
天
上
、
海

中
・
虚
空
、
此
土
・
他
界
、
み
な
こ
れ
実
相
な
り
、
経
巻
な
り
、
舎
利
な

り
。
舎
利
を
受
持
・
読
誦
・
解
説
・
書
写
し
て
、
開
悟
す
べ
し
、
こ
れ
或

従
経
巻
な
り
。
古
仏
舎
利
あ
り
、
今
仏
舎
利
あ
り
、
辟
支
仏
舎
利
あ
り
、

転
輪
王
舎
利
あ
り
、
獅
子
舎
利
あ
り
、
あ
る
い
は
木
仏
舎
利
あ
り
、
絵
仏

舎
利
あ
り
、
あ
る
い
は
人
舎
利
あ
り
。
現
在
大
宋
国
諸
代
の
仏
祖
、
い
き

た
る
と
き
、
舎
利
を
現
出
せ
し
む
る
あ
り
、
闍
維
の
の
ち
、
舎
利
を
生
ぜ

る
、
お
ほ
く
あ
り
、
こ
れ
み
な
経
巻
な
り
。

�

『
全
集
』
二
（
一
七
四
―
一
七
五
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
経
巻
を
如
来
全
身
・
如
来
舎
利
と
結
び
、
更
に
そ
れ
を

「
而
今
の
諸
法
実
相
」
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
「
舎
利
は

此
経
な
る
べ
し
」
と
い
う
記
述
の
背
景
に
は
、
先
に
挙
げ
た
『
文
句
』

の
論
説
が
予
想
さ
れ
、「
こ
れ
、
或
従
経
巻
な
り
」
の
一
文
は
『
止

観
』
の
「
或
従
二
仏
及
善
知
識
一。
或
従
二
経
巻
一
」（
大
正
四
六
、
六
頁
下
）

に
よ
る（（（
（

と
言
え
る
。
こ
う
し
た
説
示
に
注
目
す
る
と
、
道
元
と
智
顗
教

学
の
関
係
は
一
層
明
白
に
な
る
。

　

こ
こ
に
塔
に
対
す
る
言
及
は
な
い
が
、
先
の
説
示
に
お
い
て
既
に
経

巻
・
塔
・
如
来
全
身
が
実
相
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
塔
も
経
巻
と
同
格
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を

前
提
と
し
て
「
例
え
経
巻
が
舎
利
で
あ
る
と
知
っ
て
も
、
舎
利
が
経
巻

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
仏
道
で
は
な
い
」
と

言
う
。
言
わ
ば
、
経
巻
を
「
而
今
の
諸
法
実
相
」
と
規
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仏
舎
利
を
単
な
る
物
質
的
な
個
体
で
は
な
く
、
尽
界
に
展
開

す
る
経
巻
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
巻
を
主
体
と
し
な
が
ら
改
め
て
実
相
の
立
場
か
ら

如
来
全
身
・
如
来
舎
利
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
肝
要
と
な
る
の
は
、

「
舎
利
を
受
持
・
読
誦
・
解
説
・
書
写
し
て
、
開
悟
す
べ
し
、
こ
れ
或

従
経
巻
な
り
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
即
ち
、「
舎
利
の
実
践
が
開
悟

に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
は
経
巻
に
従
う
」
と
言
う
の
で
あ
る
。「
如
来
全

身
」
巻
の
説
に
従
え
ば
、
舎
利
は
経
巻
（
此
経
＝
『
法
華
経
』）
で
あ
り
、

如
来
全
身
で
あ
り
、
塔
で
あ
り
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
実
相
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
実
践
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
経
巻
は
受
持
・
読
誦
等
、
如
来
全

身
は
仏
と
同
等
の
仏
行
（
仏
に
同
ず
る
行
）
に
よ
る
仏
の
感
得
、
塔
は

起
塔
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ら
ば
、
舎
利
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
得
る

か
。
先
の
説
示
に
お
け
る
「
開
悟
す
べ
し
」
に
注
目
し
、
こ
れ
を
『
辦

道
話
』
の
、

　
　

�

い
は
く
、
仏
法
を
住
持
せ
し
諸
祖
な
ら
び
に
諸
仏
、
と
も
に
自
受
用
三
昧

に
端
坐
依
行
す
る
を
、
そ
の
開
悟
の
ま
さ
し
き
み
ち
と
せ
り
。
西
天
東
地
、

さ
と
り
を
え
し
人
、
そ
の
風
に
し
た
が
へ
り
。�『
全
集
』
二
（
四
六
二
頁
）

と
い
う
記
述
に
思
い
合
わ
せ
れ
ば（（（
（

、
舎
利
は
「
自
受
用
三
昧
に
端
坐
依
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行
し
た
諸
仏
諸
祖
の
足
跡
」
と
考
え
得
る
。
こ
の
場
合
、
舎
利
は
単
な

る
物
質
的
個
体
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
三
世
尽
界
を
貫
く
法
を
実
証
す

る
而
今
の
行
と
同
格
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
歴
代
諸
仏
諸
祖

と
同
じ
仏
道
を
実
証
す
る
而
今
の
行
こ
そ
が
開
悟
の
当
体
で
あ
り
、
そ

れ
が
実
相
の
現
成
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
極
め
る

か
ら
こ
そ
、
道
元
は
先
の
説
示
の
最
後
で
「
大
宋
国
諸
代
の
仏
祖
」
を

示
し
、
生
死
の
最
中
、
及
び
荼
毘
の
後
に
生
ず
る
舎
利
も
、
全
て
経
巻

と
定
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
説
示
の
展
開
を
「
行
の
重
要
性
」
に
移
行

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
而
今
の
諸
法
実
相
」
を
経
巻
・
舎
利
に
結

び
な
が
ら
こ
れ
を
宋
国
諸
仏
祖
の
行
履
に
重
ね
、
有
為
無
為
の
生
死
に

お
け
る
舎
利
の
現
成
を
経
巻
と
し
て
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
眼

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
修
証
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、

「
い
き
た
る
と
き
」
は
而
今
の
修
証
を
指
し
、「
闍
維
の
の
ち
」
は
世
間

法
の
範
疇
を
超
え
た
修
証
を
示
し
て
い
る
言
い
得
る
。
つ
ま
り
、
久
遠

の
修
証
を
前
提
と
し
た
而
今
の
修
行
に
よ
る
実
相
の
顕
現
を
主
張
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
展
開
は
、
次
の
引
用
の
呼
び
水

と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
の
引
用
文
は
「
如
来
寿
量
品
」
の
、

　
　

�

諸
善
男
子
。
我
本
行
二
菩
薩
道
一
所
レ
成
寿
命
。
今
猶
未
レ
尽
復
倍
二
上
数
一。

�

「
如
来
寿
量
品
」（
大
正
九
、
四
二
頁
下
）

と
い
う
経
文
で
あ
る
。
引
用
で
は
「
諸
善
男
子
」
が
「
釈
迦
牟
尼
仏
、

告
二
大
衆
一
言
」
と
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
如
来
寿
量
品
」

が
「
爾
時
仏
告
二
諸
菩
薩
及
一
切
大
衆
一
」（
大
正
九
、
四
二
頁
中
）
と
始

ま
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。

　
「
如
来
寿
量
品
」
が
四
誡
四
請
に
始
ま
り
、
本
仏
の
仏
身
及
び
寿
命

の
開
示
を
主
題
と
す
る
一
品
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
の
一
文
の
核
心
は
、
そ
れ
ま
で
に
説
か
れ
た
仏
寿
の
無
量
性
と
『
法

華
経
』
の
永
続
性
を
承
け
て
久
遠
実
成
の
本
仏
に
お
け
る
修
行
も
ま
た

無
窮
で
あ
り
、
而
今
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
点
に
あ
る
。

　

道
元
は
、「
行
仏
威
儀
」
巻
に
お
い
て
も
同
文
を
引
用
し
、
三
世
の

概
念
を
基
礎
と
し
て
、
而
今
の
修
行
に
お
け
る
無
量
の
仏
寿
の
全
現
成

を
説
い
て
い
る（（（
（

。
こ
う
し
た
記
述
は
、「
諸
悪
莫
作
」
巻
、「
無
情
説
法
」

巻
、「
洗
浄
」
巻
、「
授
記
」
巻
、「
法
華
転
法
華
」
巻
等
に
も
見
ら
れ

る
が
、
こ
こ
に
本
門
本
仏
に
お
け
る
無
辺
際
の
寿
命
・
修
証
を
根
拠
と

す
る
道
元
の
修
行
観
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

経
文
を
引
用
し
た
後
、
道
元
は
、

　
　

�

い
ま
八
斛
四
斗
の
舎
利
は
、
な
ほ
こ
れ
仏
寿
な
り
。
本
行
菩
薩
道
の
寿
命

は
、
三
千
大
千
世
界
の
み
に
あ
ら
ず
、
そ
こ
ば
く
な
る
べ
し
。
こ
れ
如
来

全
身
な
り
、
こ
れ
経
巻
な
り
。�

『
全
集
』
二
（
一
七
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
舎
利
を
本
仏
の
寿
量
と
し
、
更
に
そ
の
仏

寿
を
本
行
菩
薩
道
の
寿
命
と
定
め
る
の
は
、
先
の
説
示
の
展
開
と
言
え

よ
う
が
、
そ
れ
を
「
そ
こ
ば
く
な
る
べ
し
」
と
説
き
、
如
来
全
身
・
経

巻
と
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
久
遠
仏
の
本
行
を
根
拠
と
し
た
而
今
の



『
法
華
経
』
と
「
如
来
全
身
」
巻
（
清
野
）

二
八
一

諸
法
実
相
、
並
び
に
修
行
に
よ
る
そ
の
実
証
を
主
体
と
す
る
仏
身
感
得

の
所
思
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
わ
ば
、
而
今
の
修
行
に
お
け

る
久
遠
実
成
の
仏
身
の
感
得
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
元
は
而
今
の
行
に
よ
る
諸
法
実
相
の
現
成
を
強
く

説
く
が
、
そ
れ
は
次
に
「
提
婆
達
多
品
」
の
経
文
を
以
て
向
上
的
に
持

続
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。

　
　

�

智
積
菩
薩
言
。
我
見
二
釈
迦
如
来
一。
於
二
無
量
劫
一
難
行
苦
行
。
積
レ
功
累
レ

徳
求
二
菩
薩
道
一。
未
二
曾
止
息
一。
観
二
三
千
大
千
世
界
一。
乃
至
無
レ
有
下
如
二

芥
子
許
一
非
中
是
菩
薩
捨
二
身
命
一
処
上。
為
二
衆
生
一
故
。
然
後
乃
得
レ
成
二
菩

提
道
一。�

「
提
婆
達
多
品
」（
大
正
九
、
三
五
頁
中
）

　
「
提
婆
達
多
品
」
が
提
婆
達
多
と
龍
女
の
成
仏
を
説
く
一
品
で
あ
る

こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
経
文
は
品
の
後
半
部
分
で
展
開
す
る

龍
女
成
仏
話
に
お
い
て
、
智
積
菩
薩
が
龍
女
の
成
仏
に
疑
義
を
呈
す
る

箇
所
の
一
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
智
積
菩
薩
の
言
葉
と
し
て
「
釈
迦

仏
に
ま
み
え
て
無
量
劫
に
菩
薩
道
を
行
じ
た
が
、
そ
れ
は
今
も
止
む
こ

と
な
く
続
い
て
お
り
、
菩
薩
捨
身
命
の
処
で
あ
る
三
千
大
千
世
界
に
お

い
て
、
衆
生
の
た
め
に
菩
薩
道
を
得
た
の
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
経
文
の
み
を
見
る
と
、
教
説
の
中
心
は
「
無
窮
の
行
」
に
あ
る
と

言
い
得
る
が
、
原
文
で
は
、
こ
の
後
に
龍
女
成
仏
に
対
す
る
智
積
菩
薩

の
不
信
が
記
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
要
す
る
に
、
こ
の
経
文
の
本
旨
は
、
智
積

菩
薩
が
自
身
の
得
道
の
経
緯
を
開
示
し
て
龍
女
の
成
仏
を
否
認
す
る
点

に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

道
元
は
引
用
に
当
た
っ
て
そ
の
部
分
を
省
い
て
い
る
。
そ
の
所
以
は
、

行
の
無
窮
性
を
強
調
し
つ
つ
、
龍
女
不
成
仏
の
概
念
を
退
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
先
の
経
文
の
み
を
抄
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
教
説
の
原
意
を
転
じ
、
不
断
の
行
を
第
一
義
と
す
る
た

め
の
措
置
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
の
意
図
が
、
行
の
無

窮
性
を
示
す
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
前
の
引
用
文
に
お
け
る

「
我
本
行
菩
薩
道
」
の
進
展
と
言
え
る
。
即
ち
、
こ
の
経
文
を
引
く
こ

と
に
よ
っ
て
、「
而
今
の
諸
法
実
相
」
を
実
証
す
る
「
而
今
の
行
」
を

「
不
断
の
行
」
と
定
め
、
前
後
際
断
の
永
続
的
な
実
相
の
現
成
、
換
言

す
れ
ば
如
来
全
身
の
感
得
を
主
張
し
て
い
る
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
引
用
文
に
対
し
て
、

　
　

�

は
か
り
し
り
ぬ
、
こ
の
三
千
大
千
世
界
は
、
赤
心
一
片
な
り
、
虚
空
一
隻

な
り
、
如
来
全
身
な
り
、
捨
・
未
捨
に
か
か
は
る
べ
か
ら
ず
。
舎
利
は
、

仏
前
仏
後
に
あ
ら
ず
、
仏
と
な
ら
べ
る
に
あ
ら
ず
。
無
量
劫
の
難
行
苦
行

は
、
仏
胎
仏
腹
の
活
計
消
息
な
り
、
仏
皮
肉
骨
髄
な
り
。
す
で
に
未
曾
止

息
と
い
ふ
、
仏
に
い
た
り
て
も
い
よ
い
よ
精
進
な
り
、
大
千
界
に
化
し
て

も
、
な
ほ
す
す
む
な
り
。
全
身
の
活
計
、
か
く
の
ご
と
し
。

�

『
全
集
』
二
（
一
七
六
頁
）

と
い
う
説
示
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
の
「
如
来
寿
量
品
」
に
対

す
る
説
示
を
前
提
に
据
え
、
三
千
大
千
世
界
を
赤
心
一
片
・
虚
空
一
隻

で
あ
り
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
実
相
で
あ
る
如
来
全
身
と
定
め
て
い
る
。
そ

し
て
、
先
の
「
本
行
菩
薩
道
」
の
教
意
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
久
遠
の
修



『
法
華
経
』
と
「
如
来
全
身
」
巻
（
清
野
）

二
八
二

行
は
「
仏
胎
仏
腹
の
活
計
消
息
」
で
あ
り
、「
仏
の
皮
肉
骨
髄
」、
即
ち

実
相
な
る
仏
の
全
身
と
し
て
無
辺
際
に
展
開
し
て
お
り
、
而
今
に
お
い

て
結
実
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

　

道
元
の
言
う
「
而
今
の
修
行
」
が
、「
而
今
の
諸
法
実
相
」
を
永
続

的
に
実
証
し
続
け
る
「
不
断
の
行
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
証
果
を

実
証
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
妙
修
で
あ
り
、
無
窮
性
を
有
す
る
こ

と
か
ら
本
仏
の
行
と
も
言
い
得
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
説
示
の
肝
要
は

「
仏
に
い
た
り
て
も
い
よ
い
よ
精
進
な
り
、
大
千
界
に
化
し
て
も
、
な

ほ
す
す
む
な
り
」
と
い
う
箇
所
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
言
わ
ば
、

久
遠
的
な
仏
向
上
の
修
証
自
体
が
而
今
に
お
け
る
諸
法
実
相
の
現
成
、

即
ち
、
如
来
全
身
を
感
得
す
る
正
体
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

小
結
　
―
而
今
に
お
け
る
如
来
全
身
の
実
証
―

　

先
の
通
り
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
如
来
全
身
は
、
仏
身
の
概
念
と

密
接
に
関
連
し
な
が
ら
塔
・
経
巻
・
法
師
等
と
結
合
し
て
説
か
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
伝
統
的
な
仏
塔
等
に
対
す
る
礼
拝
の
概
念
が
横
た

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
推
し
て
知
ら
れ
る
が
、
同
経
で
は
、
畢
竟
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
実
践
を
強
調
し
、「
起
塔
」「
経
巻
の
受
持
・
読
誦
等
」

「『
法
華
経
』
の
弘
経
」
自
体
を
第
一
義
と
す
る
。
そ
れ
が
「『
法
華

経
』
の
敷
衍
」
を
目
的
と
し
た
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
発
展
的
な
展
開

で
あ
る
こ
と
は
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
教
説

を
見
る
と
、
そ
も
そ
も
『
法
華
経
』
の
仏
は
―
智
顗
の
言
う
よ
う
に
―

極
め
て
動
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
で
は
弘
経
を
前
提
と
し
て
実
践
に
よ
る
如

来
全
身
の
感
得
を
説
い
て
い
る
が
、
道
元
は
そ
の
教
説
に
お
け
る
実
践

主
義
の
一
面
に
焦
点
を
据
え
て
「
如
来
全
身
」
巻
を
構
想
立
て
た
と
言

い
得
る
。

　
「
如
来
全
身
」
巻
で
は
経
巻
・
塔
・
舎
利
、
乃
至
そ
れ
ら
に
対
す
る

種
々
の
実
践
が
如
来
全
身
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
法
華
経
』
の

教
説
に
重
な
る
と
言
え
る
が
、
そ
れ
を
全
て
実
相
と
規
定
し
、
更
に
は

そ
の
認
識
を
根
拠
に
「
本
行
菩
薩
道
」
と
い
う
無
窮
の
行
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
部
分
は
、
如
来
全
身
に
対
す
る
道
元
の
独
創
的
展
開
と
考

え
る
。
同
巻
に
は
、「
経
巻
は
如
来
全
身
な
り
」
と
「
而
今
の
諸
法
実

相
は
、
経
巻
な
り
」
と
い
う
説
示
が
あ
る
。
両
者
を
併
せ
て
考
え
る
と
、

「
如
来
全
身
は
而
今
の
諸
法
実
相
」
と
な
ろ
う
。
こ
の
見
解
を
先
の
認

識
に
照
ら
せ
ば
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
の
行
は
而
今
に
お
け
る
諸
法
実

相
の
顕
現
と
言
い
得
る
。
そ
れ
を
「
本
行
菩
薩
道
」
に
重
ね
な
が
ら

「
仏
に
い
た
り
て
も
い
よ
い
よ
精
進
な
り
、
大
千
界
に
化
し
て
も
、
な

ほ
す
す
む
な
り
」
と
述
べ
て
同
巻
の
説
示
を
閉
じ
て
い
る
状
況
を
見
る

と
、
道
元
は
而
今
の
修
行
に
お
け
る
諸
法
実
相
の
現
成
を
以
て
如
来
全

身
の
実
証
的
感
得
と
見
な
し
、
そ
の
無
辺
際
の
実
修
を
主
張
し
て
い
る

と
考
え
る
。
言
わ
ば
、
仏
向
上
と
も
言
い
得
る
前
後
際
断
的
な
不
断
の



『
法
華
経
』
と
「
如
来
全
身
」
巻
（
清
野
）

二
八
三

妙
修
に
よ
っ
て
諸
法
実
相
と
い
う
如
来
全
身
を
実
証
し
続
け
る
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。

　

道
元
の
修
証
論
が
「
修
証
一
等
」「
証
上
の
修
」
等
と
呼
称
さ
れ
る

こ
と
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
特
性
は
、
修
行
と
証
果

を
相
即
的
に
見
る
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。「
如
来
全
身
」
巻
は
そ
う

し
た
修
証
観
か
ら
開
示
さ
れ
た
一
巻
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）	「『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
―
「
如

来
全
身
」
巻
か
ら
―
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
三
、

二
〇
〇
〇
年
七
月
）、「『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
の
解
釈
に
つ
い
て
―
「
如
来

全
身
聞
書
抄
」
か
ら
―
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三

四
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）

（
２
）	『
法
華
経
』
成
立
史
の
研
究
は
多
岐
に
渡
る
。
初
期
の
主
要
な
研
究
成
果

と
し
て
は
、
布
施
浩
岳
氏
の
『
法
華
経
成
立
史
』（
大
東
出
版
、
一
九
三
四

年
六
月
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
後
の
も
の
に
は
、
金
倉
圓
照
編
『
法

華
経
の
成
立
と
展
開
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
〇
年
三
月
）
や
塚
本
啓
祥

氏
『
法
華
経
の
成
立
と
背
景
』（
佼
成
出
版
、
一
九
八
六
年
七
月
）
等
が
あ

り
、
近
年
の
成
果
に
、
勝
呂
信
静
氏
『
法
華
経
の
成
立
と
思
想
』（
大
東
出

版
、
一
九
九
三
年
三
月
、〈
増
訂
本
が
一
九
九
六
年
七
月
に
発
行
〉）、
伊
藤

瑞
叡
氏
『
法
華
経
成
立
論
史
―
法
華
経
成
立
の
基
礎
研
究
―
』（
平
楽
寺
書

店
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）、
平
岡
聡
氏
『
法
華
経
成
立
の
新
解
釈
―
仏
伝
と

し
て
法
華
経
を
読
み
解
く
―
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
等
が

あ
る
。

（
３
）	

仏
告
諸
比
丘
。
乃
往
過
去
無
量
無
辺
不
可
思
議
阿
僧
祇
劫
。
爾
時
有
レ
仏
。

名
二
大
通
智
証
如
来
応
供
正
遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天

人
師
仏
世
尊
一。「
化
城
喩
品
」（
大
正
九
、
二
二
頁
上
）

（
４
）	

横
超
慧
日
氏
「
竺
道
生
の
法
華
思
想
」（
坂
本
幸
男
編
『
法
華
経
の
中
国

的
展
開
』、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
五
年
八
月
、
一
五
五
頁
）、
花
野
充
道

氏
「
智
顗
の
本
迹
仏
身
論
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
七
―
一
、
一
九

九
八
年
一
二
月
）

（
５
）	

此
経
所
レ
明
。
凡
有
二
三
段
一。
始
於
序
品
。
訖
安
楽
行
。
此
十
三
品
。
明

二
三
因
一
為
二
一
因
一。
従
二
踊
出
一。
至
二
于
属
累
品
一。
此
八
品
弁
二
三
果
一。
従
二

薬
王
一
終
於
普
賢
。
此
六
品
均
二
三
人
一
為
二
一
人
一。『
法
華
義
疏
』（
卍
二
七
、

一
頁
下
、
訓
点
筆
者
）

（
６
）	

法
身
如
来
名
二
毘
盧
遮
那
一。
此
翻
二
遍
一
切
処
一。
報
身
如
来
名
二
盧
舍
那
一。

此
翻
二
浄
満
一。
応
身
如
来
名
二
釈
迦
文
一。
此
翻
二
度
沃
焦
一。
是
三
如
来
若
単

取
者
則
不
可
也
。『
文
句
』
九
下
（
大
正
三
四
、
一
二
八
頁
上
）

（
７
）	

秘
密
者
。
一
身
即
三
身
名
為
レ
秘
。
三
身
即
一
身
名
為
レ
密
。『
文
句
』
九

下
（
大
正
三
四
、
一
二
九
頁
下
）

（
８
）	

復
次
如
レ
是
三
身
種
種
功
徳
。
悉
是
本
時
道
場
樹
下
先
久
成
就
。
名
レ
之

為
レ
本
。
中
間
今
日
寂
滅
道
場
所
二
成
就
一
者
。
名
レ
之
為
レ
迹
。
…
今
経
所
レ

明
取
二
寂
場
及
中
間
所
成
三
身
一。
皆
名
為
レ
迹
。
取
二
本
昔
道
場
所
レ
得
三
身
一。

名
レ
之
為
レ
本
。『
文
句
』
九
下
（
大
正
三
四
、
一
二
九
頁
上
）
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二
八
四

（
９
）	
非
レ
本
無
二
以
垂
一レ
迹
。
非
レ
迹
無
二
以
顯
一レ
本
。
本
迹
雖
レ
殊
不
思
議
一
也
。

『
文
句
』
九
下
（
大
正
三
四
、
一
二
九
頁
中
）

（
⓾
）	

普
賢
観
結
二
成
法
華
一。
文
云
。
釈
迦
牟
尼
名
二
毘
盧
遮
那
一。
乃
是
異
レ
名

非
二
別
体
一
也
。『
文
句
』
九
下
（
大
正
三
四
、
一
二
八
頁
上
）、
七
類
通
三

種
法
身
者
。
一
法
身
仏
。
二
報
身
仏
。
三
応
身
仏
。
真
性
解
脱
即
是
法
身
。

毘
盧
遮
那
仏
性
浄
法
身
。
実
慧
解
脱
即
是
報
身
。
盧
舎
那
仏
浄
満
法
身
也
。

方
便
解
脱
即
是
応
身
。
釈
迦
牟
尼
仏
応
化
法
身
也
。
義
推
可
解
。『
維
摩
経

玄
疏
』
五
（
大
正
三
八
、
五
五
三
頁
中
―
下
）

（
⓫
）	

此
品
詮
量
通
明
二
三
身
一。
若
従
二
別
意
一
正
在
二
報
身
一。『
文
句
』
九
下

（
大
正
三
四
、
一
二
九
頁
上
）

（
⓬
）	

義
便
者
。
報
身
智
慧
上
冥
下
契
。
三
身
宛
足
故
言
二
義
便
一。
文
会
者
。
我

成
仏
已
来
甚
大
久
遠
。
故
能
三
世
利
二
益
衆
生
一。
所
成
即
法
身
。
能
成
即
報

身
。
法
報
合
故
能
益
レ
物
故
言
二
文
会
一。
以
レ
此
推
レ
之
正
意
是
論
二
報
身
仏

功
徳
一
也
。『
文
句
』
九
下
（
大
正
三
四
、
一
二
九
頁
上
）

（
⓭
）	

平
井
俊
榮
氏
は
、
本
迹
釈
の
草
創
を
吉
蔵
と
見
な
し
、
天
台
学
の
本
迹

論
は
章
安
灌
頂
（
五
六
一
―
六
三
二
）
に
よ
る
三
論
学
の
依
用
と
し
た
。

こ
こ
の
本
迹
義
に
つ
い
て
も
『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』（
春
秋

社
、
一
九
八
五
年
二
月
、
四
八
四
頁
）
で
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
花
野
氏
は
「
智
顗
の
本
迹
仏
身
論
」（
前
掲
、
五
〇
頁
下
）
で
「
吉

蔵
の
方
が
こ
の
智
顗
の
本
迹
仏
身
説
を
取
り
入
れ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。

（
⓮
）	

此
経
開
二
方
便
門
一
示
二
真
実
相
一。
開
二
二
種
方
便
一
示
二
二
種
真
実
一。
二
方

便
者
謂
乗
方
便
身
方
便
。
二
真
実
者
謂
乗
真
実
身
真
実
。『
法
華
玄
論
』
二

（
大
正
三
四
、
三
七
二
頁
上
、
訓
点
筆
者
）

（
⓯
）	

今
次
顕
二
如
来
身
方
便
身
真
実
一。
従
二
現
塔
一
至
二
寿
量
一
略
明
二
三
義
一。
一

者
明
二
多
宝
滅
既
不
一レ
滅
。
則
知
釈
迦
生
亦
非
レ
生
。
欲
レ
顕
下
不
生
不
滅
為
二

実
身
一。
生
滅
為
中
方
便
上。
則
開
二
身
方
便
門
一
顕
二
身
真
実
義
一。
二
者
集
二
分

身
一
開
二
本
一
迹
多
一。
既
互
相
為
二
分
身
一。
則
知
彼
此
皆
是
迹
。
彼
此
皆
是

迹
必
有
二
統
一
之
本
一。
故
本
一
而
迹
多
。
迹
多
故
開
二
身
方
便
門
一。
本
一
故

顕
二
身
真
実
一
也
。
三
者
命
覓
二
弘
経
之
人
一。
因
レ
此
則
有
二
持
品
一。
乃
至
他

方
菩
薩
奉
レ
命
弘
レ
経
。
如
来
便
得
レ
止
二
其
宣
持
一。
顕
下
下
方
菩
薩
広
開
二
寿

量
一
久
已
証
上
レ

常
也
。
問
。
何
故
但
明
二
此
三
一。
答
。
顕
二
身
是
常
一
必
具
二
三

義
一。
一
者
体
無
生
滅
。
二
唯
一
法
身
。
三
本
来
是
有
。
備
二
此
三
門
一
常
義

乃
円
矣
。
此
據
レ
理
釈
レ
之
。
又
雖
レ
有
二
三
義
一
束
而
成
レ
両
。
体
無
生
滅
唯

一
法
身
。
則
常
義
已
。
現
但
未
レ
知
為
二
始
証
一レ
常
為
二
久
証
一レ
常
。
故
説
二

寿
量
一
明
二
久
已
成
仏
一
也
。『
法
華
玄
論
』
九
（
大
正
三
四
、
四
三
三
頁
下
、

訓
点
筆
者
）

（
⓰
）	

丸
山
孝
雄
氏
「
吉
蔵
の
仏
身
観
―
『
法
華
遊
意
』
を
中
心
と
し
て
―
」

（『
大
崎
学
報
』
一
三
〇
、
一
九
七
七
年
一
二
月
）、
平
井
氏
「
吉
蔵
の
仏
身

論
―
三
身
説
を
中
心
に
」（『
仏
教
学
』
六
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）、
末
光

愛
正
氏
「
吉
蔵
の
仏
身
論
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
四
四
、

一
九
八
六
年
三
月
）、
菅
野
博
史
氏
「
吉
蔵
に
お
け
る
法
華
経
の
経
題

「
法
」
の
解
釈
と
仏
身
常
住
説
」（『
大
倉
山
論
集
』
二
〇
、
一
九
八
六
年
一

二
月
）、
袴
谷
憲
昭
氏
「『
法
華
経
』
と
本
覚
思
想
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学

部
論
集
』
二
一
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）、
奥
野
光
賢
氏
「
吉
蔵
の
法
華
経
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二
八
五

観
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
三
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
花
野
氏

「
智
顗
と
吉
蔵
の
法
華
仏
身
論
の
対
比
」（『
天
台
学
報
』
四
二
、
二
〇
〇
〇

年
一
一
月
）
等
。

（
⓱
）	

応
身
有
二
二
句
一。
一
者
内
与
二
法
身
一
相
応
名
為
二
応
身
一。
法
身
既
常
故
応

身
亦
常
。
此
即
応
身
是
実
而
非
権
。
…
二
者
外
与
二
大
機
一
相
応
浄
土
成
レ
仏

故
名
二
応
身
一。
此
之
応
身
是
権
而
非
実
。『
法
華
遊
意
』「
来
意
門
」（
大
正

三
四
、
六
三
六
頁
中
、
訓
点
筆
者
）。
同
様
の
記
述
は
『
法
華
義
疏
』
一
〇

「
寿
量
品
第
十
六
」
に
も
見
ら
れ
る
。

（
⓲
）	

丸
山
氏
「
吉
蔵
の
仏
身
観
―
『
法
華
遊
意
』
を
中
心
と
し
て
―
」（
前
掲
、

三
九
頁
以
降
）、
平
井
氏
「
吉
蔵
の
仏
身
論
―
三
身
説
を
中
心
に
」（
前
掲
、

七
頁
以
降
）
他
。

（
⓳
）	

平
井
氏
「
吉
蔵
の
仏
身
論
―
三
身
説
を
中
心
に
」（
前
掲
、
一
一
頁
）

（
⓴
）	

多
宝
表
二
法
仏
一。
釈
尊
表
二
報
仏
一。
分
身
表
二
応
仏
一。
三
仏
雖
レ
三
而
不
二

一
異
一。『
文
句
』
八
下
（
大
正
三
四
、一
一
三
頁
上
）、
此
用
二
多
宝
仏
塔
意
一

云
二
法
身
不
壊
一。
亦
如
寿
量
品
中
意
明
二
如
来
三
身
一。
及
用
二
法
師
品
一
中
当

レ
知
此
処
有
二
如
来
全
身
之
文
一
也
。『
法
華
論
疏
』（
大
正
四
〇
、
七
九
三
頁

下
）。

（
㉑
）	

鈴
木
隆
泰
氏
は
「
起
塔
を
通
し
た
永
遠
の
釈
尊
の
感
得
―
『
法
華
経
』

の
ブ
ッ
ダ
観
―
」（『
宗
教
研
究
』
三
六
三
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
で
仏
塔

を
二
分
し
て
論
考
し
て
い
る
が
、
梶
山
雄
一
氏
は
「
法
華
経
に
お
け
る
如

来
全
身
」（『
創
価
大
学
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所
年
報
』
四
、
二
〇
〇
〇

年
）
で
梵
本
の
意
に
沿
っ
て
経
文
を
解
釈
し
、
こ
れ
を
分
別
し
て
い
な
い
。

（
㉒
）	

乃
至
童
子
戯　

聚
レ
沙
為
二
仏
塔
一　

如
レ
是
諸
人
等　

皆
已
成
二
仏
道
一。

「
方
便
品
」（
大
正
九
、
八
頁
下
）

（
㉓
）	

原
始
八
品
で
は
、
起
塔
に
よ
る
舎
利
供
養
が
説
か
れ
る
。
諸
仏
滅
度
已　

供
二
養
舎
利
一
者　

起
二
万
億
種
塔
一　

金
銀
及
頗
梨　

車
璩
与
馬
脳　

玫
瑰

琉
璃
珠　

清
浄
広
厳
飾　

荘
二
校
於
諸
塔
一
「
方
便
品
」（
大
正
九
、
八
頁

下
）、
諸
仏
滅
後　

起
二
七
宝
塔
一　

亦
以
二
華
香
一　

供
二
養
舎
利
一　

其
最

後
身　

得
二
仏
智
慧
一　

成
二
等
正
覚
一
「
授
記
品
」（
大
正
』
九
、
二
一
頁

下
）

（
㉔
）	

梶
山
氏
「
法
華
経
に
お
け
る
如
来
全
身
」（
前
掲
、
五
頁
）

（
㉕
）	

我
為
二
仏
道
一　

於
二
無
量
土
一　

従
レ
始
至
レ
今　

広
説
二
諸
経
一　

而
於
二

其
中
一　

此
経
第
一　

若
有
二
能
持
一　

則
持
二
仏
身
一
「
見
宝
塔
品
」（
大
正

九
、
三
四
頁
、
中
）

（
㉖
）	

若
復
有
レ
人
。
受
二
持
読
三
誦
解
四
説
書
五
写
妙
法
華
経
乃
至
一
偈
一。
於
此

経
巻
敬
視
如
レ
仏
。
種
種
供
二
養
華
香
瓔
珞
末
香
塗
香
焼
香
繒
蓋
幢
幡
衣
服

伎
楽
一。
乃
至
合
掌
恭
敬
。
薬
王
当
レ
知
。
是
諸
人
等
。
已
曾
供
二
養
十
万
億

仏
一。
於
二
諸
仏
所
一
成
二
就
大
願
一。
愍
二
衆
生
一
故
生
二
此
人
間
一。「
法
師
品
」

（
大
正
九
、
三
〇
頁
下
）

（
㉗
）	

忽
滑
谷
快
天
氏
「
道
元
禅
師
の
仏
陀
観
」（『
実
践
宗
乗
研
究
会
年
報
』

一
、
一
九
三
三
年
三
月
）、
江
口
雪
栄
氏
・
北
村
説
道
氏
「
高
祖
の
本
尊
観

に
就
い
て
」（『
実
践
宗
乗
研
究
会
年
報
』
一
、
一
九
三
三
年
三
月
）、
岡
田

宜
法
氏
「
正
法
眼
蔵
に
現
れ
た
る
釈
迦
牟
尼
仏
」（『
駒
澤
大
学
学
報
』
五

之
二
、
一
九
三
四
年
一
二
月
）、
保
坂
玉
泉
氏
「
法
身
観
の
発
達
」（『
実
践
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二
八
六

宗
乗
研
究
会
年
報
』
五
、
一
九
三
七
年
三
月
）、
同
氏
「
仏
陀
観
の
展
開
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
二
一
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
）、
衛
藤

即
応
氏
『
正
法
眼
蔵
序
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
五
月
、
一
九
一
頁

以
降
）、
光
地
英
学
氏
「
道
元
禅
の
仏
身
論
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究

紀
要
』
一
九
、
一
九
六
一
年
三
月
）、
伊
藤
秀
憲
氏
「
道
元
禅
師
の
釈
尊

観
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
五
〇
、
一
九
八
五
年
三
月
）
等
。

（
㉘
）	

例
え
ば
、「
即
心
是
仏
」
巻
に
、「
い
は
ゆ
る
諸
仏
と
は
、
釈
迦
牟
尼
仏

な
り
。
…
過
去
・
現
在
・
未
来
の
諸
仏
、
と
も
に
ほ
と
け
と
な
る
と
き
は
、

か
な
ら
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
な
る
な
り
。
こ
れ
即
心
是
仏
な
り
」（『
全
集
』

一
、
五
八
頁
）
と
あ
る
。

（
㉙
）	

衛
藤
氏
『
正
法
眼
蔵
序
説
』（
前
掲
）、
光
地
英
学
氏
「
道
元
禅
の
仏
身

論
」（
前
掲
）。

（
㉚
）	

拙
稿
「
道
元
禅
師
に
お
け
る
仏
身
観
―
修
証
論
と
重
ね
て
―
」（『
駒
澤

大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四
三
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）、
同
「
道
元
禅
師
に

お
け
る
本
証
と
本
迹
思
想
―
仏
身
論
の
視
点
か
ら
―
」（『
仏
教
学
』
五
四
、

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
㉛
）	「
行
仏
威
儀
」
巻
に
「
い
は
ゆ
る
烈
焔
亘
天
は
、
ほ
と
け
、
法
を
と
く
な

り
、
亘
天
烈
焔
は
、
法
、
ほ
と
け
を
と
く
な
り
」（
全
集
一
、
七
四
頁
）
と

あ
り
、「
仏
性
」
巻
に
は
長
沙
景
岑
と
竺
尚
書
の
「
蚯
蚓
斬
為
両
段
の
話
」

の
「
風
火
未
散
」
に
対
す
る
説
示
に
「
風
火
未
散
は
、
ほ
と
け
、
法
を
と

く
。
未
散
風
火
は
、
法
、
ほ
と
け
を
と
く
」（
全
集
一
、
四
三
頁
）
と
あ
る
。

（
㉜
）	「
諸
法
実
相
」
巻
は
「
仏
祖
の
現
成
は
、
究
尽
の
実
相
な
り
、
実
相
は
諸

法
な
り
…
」（『
全
集
』
一
、
四
五
七
頁
）
と
始
ま
り
、
続
い
て
「
方
便
品
」

の
十
如
是
が
引
用
さ
れ
る
。

（
㉝
）	

こ
の
「
釈
論
」
は
『
大
智
度
論
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
同
書
に

「
砕
骨
」
を
「
生
身
舎
利
」、「
経
巻
」
を
「
法
身
舎
利
」
と
説
く
記
述
は
見

当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
『
大
智
度
論
』
五
九
「
校
量
舎
利
品
第
三

七
」
の
「
世
尊
。
仏
見
二
是
福
一
利
二
衆
生
一
故
。
入
二
金
剛
三
昧
中
一。
砕
二
金

剛
身
一
作
二
末
舎
利
一
」（
大
正
二
五
、
四
八
〇
頁
上
）
と
い
う
論
説
に
準
拠

し
た
智
顗
の
創
説
と
考
え
る
。
尚
、
痴
空
の
『
法
華
文
句
記
講
義
』（『
詳

解
合
編
天
台
大
師
全
集
・
法
華
文
句
』
四
、
一
八
六
九
頁
下
）
も
こ
の
箇

所
を
指
定
し
て
い
る
。

（
㉞
）	

或
い
は
「
或
従
二
知
識
一
或
従
二
経
巻
一
」（
大
正
四
六
、
一
〇
頁
中
）

（
㉟
）	

道
元
の
説
示
に
お
け
る
「
開
悟
」
の
語
が
、『
辦
道
話
』
と
「
如
来
全

身
」
巻
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
。

（
㊱
）	

し
る
べ
し
、
菩
薩
の
寿
命
、
い
ま
に
連
綿
と
あ
る
に
あ
ら
ず
、
仏
寿
命

の
、
過
去
に
布
遍
せ
る
に
あ
ら
ず
。
い
ま
い
ふ
上
数
は
、
全
所
成
な
り
。

い
ひ
き
た
る
今
猶
は
、
全
寿
命
な
り
。
我
本
行
、
た
と
ひ
万
里
一
条
鉄
な

り
と
も
、
百
年
抛
却
任
縦
横
な
り
。「
行
仏
威
儀
」
巻
（『
全
集
』
一
、
六

〇
頁
）

（
㊲
）	
不
レ
信
下
此
女
於
二
須
臾
頃
一
便
成
中
正
覚
上。「
提
婆
達
多
品
」（
大
正
九
、

三
五
頁
中
）


